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播磨国赤穂郡若狭野・浅野隼人家関係文書
荒 　武 　賢一朗
一 　はじめに
　津田秀夫文庫の文書目録の第六として、播磨国赤穂郡若狭野村（現・
兵庫県相生市）に陣屋を構えていた浅野隼人家関係文書の目録、および主要史料の翻刻を紹介したい。文庫の仮目録には、 「浅野隼人御用場文書」と、 「浅野隼人家関連文書」の二つに分類されていたが、両史料群の内容を精査すると、その 係は不可分なものであり、また一括した方が今後の研究進展に有益であると考え、 「播磨国赤穂郡若狭野・浅野隼人家関係文書」として整理を行った。
　浅野隼人家は、のちに「忠臣蔵」で有名となる赤穂浅野家五万三五〇
〇石より寛文一一年（一六七一）に分知され、成立した旗本である。このとき赤穂浅野家当主であった浅野長直は、家督を実子長友に譲ると同時に、養子の長賢に三五〇〇石（播磨国加東郡内） 、同じく養子の長恒に三〇〇〇石を相続させた。こ 長恒が若狭野村に陣屋を設けたところから、浅野隼人家の歴史が始まる。浅野隼人家はこの分知以降、若狭野村のほか 赤穂郡内の雨内・田井・奥野山・八洞・出・宮野尾・高野須・
東後明・西後明・入野・上松の各村、および寺田村の一部（いずれも現・相生市）を明治維新期に至るまで領有することになる。
　本史料群の存在が明らかになったことによって、これまで研究蓄積が
少なかった畿内・近国旗本知行所の研究、および旗本家の財政・年貢米廻送などの分野に大きな前進がみられるものと自負している。また、前号で紹介された「松代藩真田家大坂御用場関係文書」のほか、いくつかの大坂御用場に関する諸史料の発見が認め が、旗本レベルでの研究は未開拓の分野であり、今後研究を深める重要な手掛かりとなろう。
　なお、今回の目録は、古文書室研究員・橋本猛氏の手による仮目録を
基礎として、荒武が詳細目録を作成した。整理作業に尽力された橋本氏に謝意を表 たい。
二 　文書の概要
　この文書の点数は二七九点で 年代的には天保五年（一八三四）から
明治一四年（一八八一）にわたり、幕末期 中心と って構成されてい
七八
る。書状類のほとんどが年未詳であり、具体的な年代が記されていないが、内容からおおよそ幕末期のものと推定される。各史料の性格から、①大坂御用場・天王寺屋（松井）安右衛門関係 ②家政・財政関係、③幕末政治情報関係、という三点の特徴がみられる。
　幕末期の浅野隼人家は、寄合肝煎・歩兵頭並の地位を得て、当主は江
戸に常駐していた。江戸屋敷は浜町河岸・新大橋詰に 家老・用人などが詰めていたようである。ここで本史料群に登場する主な人物の紹介をしておこう。
　　【江戸屋敷】 　　家老・前田剛右衛門　　 　　　　　
 用人・川端彦次郎、同・坂田伝治、同・里村清右衛門
　　【若狭野陣屋】 大崎牧之丞、尼子廉蔵　　【大坂御用場】 　天王寺屋（松井）安右衛門→大坂麹町　　【用達】 　　 天王寺屋安右衛門（大坂） 、紀伊国屋弥右衛門（堺）　当然のことながら、当主のいる江戸屋敷が家政全般を扱い、年貢・支
配に関する実務を若狭野陣屋が担っている。大坂御用場（用達）の天王寺屋安右衛門と、堺用達の紀伊国屋弥右衛門は年貢米廻送などに関与し家政・財政 ついて大きな役割を担っていた。とく 天王寺屋は、この史料群のなかでも中心的な存在であり、文久元年（一八六一）に行われた家政改革 牽引者として重要人物に位置付けられる また、と、陣屋役人である大崎、尼子との関係は、この史料群以外にも 阪商業大学商業史博物館所蔵の「佐古文書」に含まれる書状・勘定覚（二点からも明らかとなっている。
　さきにも述べたように、畿内・近国の旗本知行所研究に益するほか、
幕末政治史、江戸・大坂・知行所の相互関係、旗本家と用達の関係など、多様な可能性を含む史料群であることを強調しておきたい。
三 　翻刻史料
　本史料群の概要を示す史料を選択し、以下に翻刻と若干の解説を付し
て紹介しておきたい。天王寺屋安右衛門に関わる「大坂御用場関係」 「文久元年の家政改革」 「家臣と大坂用達」 、幕末維新期における政治状況への対応を示す「御進発関係」 「江戸の 安 「明治 」 ついて、それぞれ史料を掲げた。＊
 各史料について、解説、表題、文書番号（目録通番・整理番号）の順に示している。
【大坂御用場関係】　天王寺屋の店方・彦兵衛から、若狭野村へ出張中の安右衛門に送られた書状である。幕末の政治状況（ 「今にも軍起り」など）のほか、商売関係についての報告、大坂に滞在中の尼子廉蔵などにつき書き記している。〔史料
1〕 「 （書状） 」 （
104
　
29―

99）
新年
者
御吉慶、重畳目出度申納候、先以益御安泰可被遊御越年候由、
珍重之御儀奉賀候、御礼室表相変候儀無御座候、次当地一統御了治を
七九
以無異儀嘉年仕候、乍憚御安意思召被成下致候、扨早春より何事も無御座候
而
、何方も穏ニ御座候得共、大坂表之風評
ニ而
今にも軍起り可
申様ニ申居候も在之、此間中より龍野様舞子浜御逗メ
ニ而
出張相成候
様子、何やかや人気不宜候、何れ共店方引替多不在候哉
与
奉推察候、
何卒旧冬之金子ハ大崎氏より不違内御下金被願候哉も難斗候間、此段御含置被成下度候様奉願上度候、一播忠及為替相渡し不申由、何卒早々御引合被成下御取入奉願上候、
昨冬押詰メ五兵衛
与
申仁、龍野へ罷下り弐拾貫匁余り買もの致、廿
八日銀子相渡し払遣し申候、則通へ聞置同人へ相渡置申候、大抵当月中ニ売払金子ニ相成可申候、何れ共多少ニ不限入金いたし、中頃迄
ニ者
今一応龍野表へ罷下り申哉
与
奉存候間、御滞之節
者
次郎助殿
播忠方へ為立寄御催促被成下度候間奉願上候、
一婦幼様御儀、御機嫌能御滞坂被遊、尼子様義相替之義も無之、日々
おむつ同道
ニ而
御遊行ニ御座候間、決
而
御懸念被遊間敷候、しかし
なから近平様御老人様日々弥増ニ御気懸り御対談も被遊度事、実ニ御尤ニ奉推察候、 本
ニ者
一向御頓着不被遊、野子近々上坂仕
候ニ付御同道可申上候様御はなし奉申上候得共、一向御上坂之思召無之 、来ル十八日より千習并御者以下 初メニ御座候よし、何分御機嫌宜敷被為在候間、此段御安心被成下度候、尼子 隠居様へも粗御噂奉申上候処、不違内御拝顔上万々 物語可仕候、
一古手店、当年
者
上景気
ニ而
代呂もの多分売きらし申候為御咄候ニ付、
何れ共当春
者
早々上坂可仕心得御座候、
御まゑ様御下播
者
如何相成可申哉
与
早春ニも御下播ニ相成不申哉、思
召御聞セ被成下度奉願上度候、先
者
右之段奉申上度、手始之御祝詞奉申上度候、如此御座候、恐惶謹
言、
　正月十日 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　彦兵衛　　御主人様
尚々御寮人様御家内御店ニ付御一統へ宜敷御伝聞被成下度奉希上候、
　続いては天王寺屋の店方・東七と次郎介から、若狭野陣屋に出張中の
安右衛門に差し出された報告である。商売向きに関する内容のほか、大坂の火事やはしかの流行など、さまざまな情報が含まれている。〔史料
2〕 「 （大坂御用場仕法帳） 」 （
61
　
28―

25）
当月廿二日出之尊札、廿五日夕方着難有拝見仕候、入梅之節御座候所、益御安泰御着播被遊候由 目出度御儀奉存候、次ニ当地一統無異罷在候間、乍恐御安 可 成下候 随
而
店方ニも差掛り用向も無御座候得
共、御報左之通り、一弁当之儀被仰下委細承知仕候所、最早三ツ井方へ相伝候ニ付、早速
同店へ罷越候所、最早取掛り居候
而
下地之箱丈ケ出来上り在之候ニ
付、塗方之所成丈麁末ニ為致候様引合仕候得共下地出来候事故、無拠八匁替位
ニ而
仕上ケ可申様仕候、少し高直ニ相成候段、宜御断被
仰上可被下候、
一堂嶋方御出立翌朝次郎介罷出候 被仰聞候通り申入 処、先方ニも
御承知ニ相成申候
而
、帛沙箱・挟箱・櫛箪笥・手たんす、右四品丈
八〇
相渡候、残りたんす四棹また当方ニ預り無御座候、
一御煙管筒為取替申候、今後差下し候間御入手可被成下候、一忍御屋敷より養蚕御年賦銀相渡り申候由案内参り候ニ付受取罷越候、
三百七十五匁外ニ銀弐枚包銀受取申候、右ニ付此御仕舞ニ相成候ニ
付証文相戻申候、内帳面調候所、右之通りニ付天岩方
江
入置申候、
宇和嶋渡り申候、是も合印仕舞ニ付戻し申候、
一今廿七日朝六ツ半時、木綿屋橋東詰南
江
入東かわより弐里、三ツ寺
筋中ニ至、南方江半町計ヅヽ類焼、東西
者
東かわ丈
ニ而
奥行半町計
り五ツ時鎮火仕候、豊七様近火ニ候へとも別条も無御座候、其余格別掛 無御座候、任幸便奉申上候へとも御安心可被遊候、豊七様方江者
少々之品見舞遣し置申候、
一当地此程よりはしか大流行
ニ而
家毎わすらひ、大家之向
ニ而者
十人・
廿人わすらひ居候、此たび之分
者
格別人命ニ拘り候事ニハ無之由ニ
候へとも、軽テ十四、 日掛り申候、きんかん大高直
ニ而
壱升ニ付
金壱両、 夫より三貫文位ひしるべ 間、 壱ツ十五、 六文ツヽニ御座候、是
ニ而
御察し可被遊候、其御地
者
如何御座候哉承り度奉
存候、随分御用心専一ニ奉存候、はり弥様方四 五人わすらひ被居候由ニ へとも、当方・近半様
者
未壱人も病不申候間、御安心可被
遊候、併別条之通り病
ニ而も
格別心配之筋候
而ハ
無御座候、
一小網屋一条も証文文言之儀ニ付彼是埒明兼候へ共、最早両三 之内
相片付可申
与
奉存候、
一座ま砂持棆荷正せん宮初り居候へとも、雨天勝
与
不景気
与ニ而
一向
さみしき事ニ御座候、
一御陣屋より之大尚行書状着、早々相届申候、此段御伝達奉願上候、
前条之通り当店内
者
何事も替り候儀無御座候間、御安着被遊、其御
表御用済専一ニ奉存候、先右御報旁当地之様子奉申上度如斯御座候、尚近々早便可奉申上候、恐々謹言、
写真 1　大坂御用場仕法帳
八一
（慶応二年）　五月廿七日 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　店　　 　　　　　 東七　　 次郎介松井御主人様
　堺用達の紀伊国屋弥右衛門から、天王寺屋に差し出された年貢米廻送
に関する勘定覚である。この史料だけでは判然としないが、浅野家における年貢米輸送のひとつに、播州知行所から堺を経て、江戸へ廻送されるルートが存在していたことが示唆される。また、諸費用に関しての管理を天王寺屋 行っていたこ も注目されよう〔史料
3〕 「諸掛り物覚」 （
100
　
29―

39）
　　　　諸掛り物覚
酉十月廿六日一三拾弐匁 　　　　　弐百俵
　　　　　　　　　　水上蔵入賃
同一五拾四匁四分 　　　　　右上荷賃
　　　　　　　　　　　四斗
同一八匁 　　　　　　　　　五 俵
　　　　　　　　　　　堺行積賃
戌二月十七日一弐百四拾匁 　　　　　　六拾俵
　　　　　　　　　　　　江戸廻運賃
同一九匁六分 　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　積出し仲仕賃
同四月廿三日一弐百 拾七匁 　　　　　六拾俵
　　　　五分 　　　　　江戸廻運賃
同一九匁六分 　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　積出し仲仕賃
戌十月七日一四拾匁 　　　　　　　　 五 俵
　　　　　　　　　　　水上蔵入賃
同一五拾八匁 　　　　　　　右上荷賃
　　四分六リ 　　　　　三斗七升
同 　　八日一四百六拾匁 　　　　　　百 五俵
　　　　　　　　　　　江戸廻運賃
同一拾八匁四分 　　　　　　同
八二
　　　　　　　　　　　　積出し仲仕賃
同十月廿八日一四拾匁 　　　　　　　　弐百五拾俵
　　　　　　　　　　　　水上蔵入賃
同一六拾壱匁 　　　　　　　右上荷賃
　　六分弐リ 　　　　　三斗九升
同十二月九日一五百四拾匁 　　　　百三十五俵
　　　　　　　　　　江戸廻運賃
同一弐拾壱匁 　　　　　同
　　六分 　　　　　　積出し仲仕賃　〆壱貫八百四拾壱匁　　 　 　　壱分八リ　右之通御座候、以上、
戌十二月廿三日 　　　　　　　 紀伊国屋
　　　　 　　　　 　　 弥右衛門
天王寺屋安右衛門様
　続いても紀伊国屋と天王寺屋との関係を示す書状である。堺の米相場
についての状況と、 堺での蔵米運用（売払金を「江戸御下シ金」とする）について報告している。 用達と大坂 達の連携 示す好史料といえよ
う。〔史料
4〕 「 （書状） 」 （
190
　
29―

133）
一筆啓上仕候、向暑之節御座候処、益御機嫌克御逗留被遊御座候段、唯今治郎助様より承り大悦至極奉存候、御宿元の御書面ニて御叮嚀之御挨拶御出入之段奉恐入候下私無事罷在 間、乍憚御安意思召可被下候、貴君御家内様初御一統様ニも御安康御座 御安心可被遊候、然ハ米相庭之義、追々気配宜、今日之処
ニ而ハ
舛渡
ニ而
百四十七、八
匁之気配御座候得共 金相庭昨日八十七匁三分ニ相成候、唯今治郎助様
与茂
御相談致居候義ハ、何分右金相庭
ニ而ハ
江戸御下シ金ニハ釣合
不申候、乍併此上金相庭高直ニ相成候様之事なれハ右直段
ニ而
米売払
金
ニ而
思惑致候
而も
宜哉、節角治郎助様
与も
御談合致候得共、懸考ニ
落入不申候間、御名君様之思召承り度候、御勘考之上早便ヲ以御答奉備入候、右様金相庭高直ニ相成候故、諸品共大高直ニ相成 、此間より御公辺向より厳敷金相庭御吟味有之 日 気配強 商人大ニ迷惑仕候、色々懇節 立候得共、御上向ハ穏御上洛一条ニ万端御取行之趣ニ御座 既ニ二条御普請御買入材木代銀追々御下ケ金 相成申候、尚又大坂御買入代銀三井より 払之御手当六千弐百貫目当地御銀蔵より御渡ニ相成候趣、夜前吹田屋ニ承り申候御応々方之気配
者
不
相変候得共、兎角商人向下々之物ハ人気大 あしく困り入申候、色々申上度義も御座候得共筆紙ニ難尽 先
者
右之段時候御伺旁得貴意度、
如此御座候、已上、
　十月廿六日 　　　　　　　　　　　　　　　　紀伊国屋
八三
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弥右衛門拝　松井安君様
尚々御重役様方へ別紙御伺之書状差出し不申候間、貴君様宜御披露奉願上候、
　前述の堺経由ルートとともに、重要な年貢米運用の拠点である兵庫津
に関する書状である。ここでは兵庫の渡海屋に預けていた米の売り払い、および代替の手当米購入資金を天王寺屋に依頼しており、浅野家 年貢米に兵庫商人が介在していたことが明らかとなっている。〔史料
5〕 「 （書状） 」 （
142
　
29―

44）
一筆致啓賀候、向暑之節御座候処、弥御堅固被成御勤珍重奉存候、然者
兵庫表渡海屋豊次郎方
江
預ケ置在之候手当米七拾八石、右同人勝手
ニ見越売いたし候趣
ニ而
、則売払之代銀御請取度之由、然ル処当時不
容易形勢ニ付、江戸表
江
積下し之手当米、右之仕合ニ付同表重役より
其御許
江
御請取之代銀ヲ以代り米用意買調置可申旨申付越之間、此旨
御承知之上急々代り手当米御買〆置被遣度、及御頼置候間、宜 取計可被遣候、先
者
右之段得貴意度如斯御座候、恐々謹言、
　　五月廿日 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尼子廉蔵　　天王寺屋　　 次郎助様
　播州加東大門村の蓬莱宗兵衛から天王寺屋に宛てられた入銀について
の書状である。ここでも兵庫津を舞台とした年貢米運用の様子が窺える。〔史料
6〕 「 （書状） 」 （
215
　
29―

113）
廿六日御認之御状、今廿九日当着拝見仕候、如仰厳寒之節御座候得共、先以貴家様 揃懇 壮健被成御座珍重可被成奉存候、然
者
若狭野御陣
屋御払米代銀兵庫津より御取立分拙方
江
之御入銀嶋伊殿方
江
御ふり込
被下、右請取書御封入御差越被成下慥ニ入手仕候、右御入銀相成候旨、御役所様
江
御通達申上呉候様、御紙面之趣承知仕候、早速申上候様可
仕候間、此段御安慮被成下候、 手数相 候段忝奉存候、然
者
右着差
迄最早趣内無余候様、両 　御迎春御用着罷成御座候奉念上 早々以上、
　　十二月廿九日 　　　　　　　　　　　　　　　　　蓬莱宗兵衛　　天王寺屋　　 安右衛門様
【文久元年の家政改革】　文久元年（一八六一）七月から九月にかけて、浅野隼人家では家政改革の実施が検討されている。結果的にはその改革を天王寺屋安右衛門が引き受ける形で進めら くことになり、家政全般に対して天王寺屋の発言権が強まっていく画期ともなっている。
八四
〔史料
7〕 「 （御改革厳重書） 」 （
7
　
28―

22）
　①
　　　今般従江戸表被 　仰付候一件　　乍恐書取ヲ以愚意奉言上候
一御改革一件ニ付、今般御厳重之御仕法被為 　仰出候趣御重役様方より御書取を以御改革 　取締方被 　仰付難有仕合奉存候、即御請可奉申上之処、微力之私体迚
茂
御改革取締方等 　不存寄、且
者
間違
ニ而
万々
一難行届節
者
却
而
御札座
江
差響、御不為筋ニ相成候
而者
奉恐入 　候、
唯此儀御免被成下候様御執成奉願上候、然共御札座掛り難逃、私儀故愚意不残奉言 　上候間 取用ニ相成候 此銀方仕法人無之共御融通
茂
相開、自然
与
御仕法相立可申歟、 　今強
而
銀方御頼談有之候
而者
、乍恐
往々御為筋不宜様 存候、篤
与
御賢考被遊候
而
、御 　厳法立切候様之
御計議奉仰候一旧冬迄之御仕儀
ニ而者
、実ニ闇夜御同様之御事
ニ而
、此末如何
与
奉
恐縮候所、今般従 　当君様御厳重之御趣意被 　仰出候段、於私も難有仕合奉恐悦候、夫ニ付御重役様之内、 壹人御出播可被為在趣被
　仰聞奉承知候得共、此儀
者
旧冬
与者
振合も違候儀故、今暫御見合
可然様ニ奉存候、尚御陣家御取締之儀
者
江戸表之御厳法次第
ニ而
、
自然
与
御規則相立可申歟、此段御賢考奉希候、
一御定用八百両
ニ而
御納戸方御取締ニ相成候段奉承知候得共、是迄と
ハ違ひ御仕法中
者
聊成 臨時
ニ而茂
一厘
茂
出方無之候、唯今一応之
御省略無之
而者
御厳法難相立候之間、別紙書記面
江
愚存下ケ札仕候、
右
ニ而
御割詰被遊、残金
者
別段御備置不被遊
而者
、全御厳重之御仕
法
与者
乍恐難奉申上候、尤右割詰之御法則御立貫ニ相成候
者
、其御
掛り役御上下御両人
江
御厳重之御取締被 　仰付候様之御計議専一之
御儀
与
奉存候、此段御明考奉仰候、
一御借財向年々元利御渡方六百両
ニ而
御割詰之儀奉承知候得共、此儀
写真 2　御改革厳重書
八五
者
別紙書面ニ愚存荒増下ケ札仕置候間、何卒微細御取調被遊候上
ニ
而
、当時無御拠口々御済方之儀
者
御厳法次第
ニ而
銀方も出来可申、
是亦御納戸方御同様諸御借財引請役御上下御両人
江
被 　仰付候
者
、
往々御厳重之御取締相成可申歟
与
奉愚察候、此段篤
与
御照考可被遊
候、江戸表之 迷惑も御国方之御迷惑も約ル所
者　御家之御迷惑
与
相成 間、此末東西共御御借財相嵩不申様之御計議奉仰候、
一右之通御厳重之御省略奉願上候段、甚以奉恐入候儀ニ御座候得共、
当四月出播仕候節拝見仕候、 元方照合御割詰之処御米百三拾目之直立候得共、最早当時之処
ニ而者
少シ相違相成候間、往々不安心奉
存候ニ付、改
而
元方書面精算仕候、何卒御照シ合被遊候
而
十全之御
法則御立置被遊候
者
、此末御臨時金、且
者
御眼前御普請之御手当ニ
も一廉相成可申歟、御深計を以往々東西御上下 安堵之御場合ニ被為至候様之御法 奉希候、如斯不顧恐愚意奉言 候段、失敬之至、万々御憐恕奉願上候、以上
　酉（
文久元年）
　　七月四日 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松井安右衛門　坂田伝次様
　②
此書面言上之逐一、素より御為随一
与
明実之書意不等閑、尤至極之儀
御感悦不少候、抑此表
ニ而も
斯く可有
者
御心得ニ候処、近世之風合中々
難押行、混雑より終ニ莫太之御物入続、内外
与
移り行御極難ニ御迫り
者
貴殿承知通りニ候、然ルニ時ヲ得、此度厳重之御改革之時移り
者
御幸之事
与
御法人御頼之存念無等閑御取用ひ、往々東西御立直シ上下
御安堵之場ニ御頼之規則不撓御暮方第一より江府惣御借財割研キ之明細不立行候処、御道開ケ不申時
者
此今対決之場ニ不及、先々も有之追
而
可被及御沙汰処、段々之実意ニ依
而者
其規則克々之変化ハ時
与
押行
御立遂之訳より都
而
之書記
江
承り付、下ケ紙ヲ以今度被仰出候条ニ厚
被差含、御法人安心之上聊無違念、此上丹誠存念通り引請御世話いたし候様可被申談ト被仰出候、猶追
而
厚可被及御沙汰候、此段も可被申
置候、依之此書面
江
及挨拶候、
　　酉 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　江戸　　八月

御役所
　坂田伝治殿
　③
先般従江戸表御仕法取締方私共
江
被為 　仰付候一件、則七月四日書取
を以愚意奉言上候処、於江戸表御尤ニ被為 　思召、其仕法通御取締可被遊思召候得共、其御道開ニ就
而者
当時下金不仕
而者
御仕法御立貫難
被遊、格段出精下金取計可仕旨被 　仰付奉畏 得共、此儀
者
兼
而
奉言
上候通当時之御姿
ニ而者
下金取計難及力、只今下金御請奉申上候程之
儀ニ候
者
、去夏御両所御出阪、其節速ニ御請可奉申上候、迚も私共
江
御根方悉皆為御任相成候共、容易ニ 請不仕趣意
者
前田様ニも能々御
会得被為遊候故、種々外方
ニ而
御心配被遊候内、不測御卒去被遊候事
ニ而
、中々筆紙を以
者
其意味言上難仕儀
者
、貴君様ニも能御承知之御
事ニ奉存候、然共先般奉差上候仕法書通 強
而
御取締可被遊
与ハ
不奉
八六
申上 　御家之御旧格も被為在候御事
者
奉承知候得共、当御時節之儀故
如斯御取締も被遊候
者
行々御安堵之御場合ニも被為至、於私共も末々
不相変御用之端をも相勤申度存意より不顧恐、失敬之段々奉言上候事ニ御座候、此段御賢考被成下、先般奉言上候御納戸御取締並御借財向御利足 運方之荒増下ケ札仕置候事御座候得共、今一応微細御取調無御拠口々被仰聞
者
尚亦愚考可仕候、尤今般御法則御立貫之次第柄ニ
より、私進退其御請可奉 候間、此段御承容 成置被下度奉願上候、以上、
　　酉八月四日

松井安右衛門
　　阪田伝次様
　④
此書面之意も尤至極之事 御定用 暮方
者
只今御高外御人減御大略職
少々割付も巨細之趣有之申立候小割ニも又不及事も有之、御借財立切押へ行之事ハ別書面
江
認紙之通御道開ケより先出候取結決談より一同
与
追々被仰出候之訳品ニ候処、段々不安意之廉
者
実斯く大難迫危くも
可被心得候条、至極当所尤之意ニ付別書節下ケ紙之通未前ニも堅被立行候小割悉く被差向候書記
江
及節候旨
ニ而
同様安心之上不及分ヲ以、
何レニも厚可成丈勘弁被有之候様、只々手狂ひ無之往々東西御安心之廉合
者
御上下厚御心得より及節候条、其書面ニ被有之通り此上無違念
御世話請引之事可被申談候、依 致下ケ紙及挨拶候、
　　酉八月 　　　　　　　　　　　　　　　　　 　江戸

御役所
　坂田伝治殿
　⑤
七月四日御賄方并御借財向元利御運方ニ付愚意奉言上候処、今般従江戸表微細書記面
江
御下ケ札被下候
而
御懸談之趣、即御請可仕之処、御
借財向元利御運方之所至極 尤
与
奉承伏候得共、御賄方之処八百金
ニ
而者
難引足、九百七十金有余ニ相成候段、何共御請難仕奉存候、素御
暮シ方御失費多より如此被為及御大借御儀
与
奉存候、左候
者
第一御暮
し方格外御減少可被遊御儀
与
奉存候、夫ニ付種々奉言上度儀有之候得
共、追々冬分ニ至、江戸・ 国御筆戦
而巳ニ
諸向御手後
与
相成候
而者
、
又々昨冬御同様之 仕儀ニ 為至候
而者
実ニ奉恐入候間、今般相改八
百金ニ割詰清書仕奉差上候間、何卒是
ニ而
御暮方御切〆被遊、此末不
崩様御取締御規定被成下候
者
、則別紙之通下金取計可仕候、甚以奉恐
入候儀ニ 座候得共、此辺
ニ而
御取締難相付御儀ニ候
者
、迚も私体難
及力候間、此段宜鋪江戸表
江
被仰達被下度奉願上候、以上、
　　酉　　九月二日

松井安右衛門
　坂田伝治様
　天王寺屋の主導によって進められた家政改革は、浅野家に関係する商
人たちにも影響を与えた。それを示すのが、次の史料である。天王寺屋（松井安右衛門）を含む宛先の詳細は不明であるが、有名な堺商人・具足屋市兵衛などの名前があり、年貢米、借銀関係に関連した商人であっ
八七
たと推察できる。〔史料
8〕 「 （廻章） 」 （
204
　
29―

50）
以廻章致啓上候、向寒之節御座候処、各様弥御安全被成御起居珍重奉存候、然
者
去ル申年領内稀之凶年ニ付収納方損毛不少、依之是迄御贈
申候扶持方等都
而
御断申候所御承知被下忝奉存候、就
而者
当年夫々御
渡可 所、近来江戸表吉凶之臨時相重り旁以兼
而
御承知之通江戸表
始メ坂・播共大借、旦那暮方必至より当年改革仕法ニ付収納方不残割符より江戸屋鋪・知行所陣屋共大節検、旁以御気之毒ニ存候得共、前書扶持方并御歳暮贈り米共及御断候、此段御承知被下度奉願候、先
者
右為可得御意如斯御座 、恐惶謹言、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尼子廉蔵　　十二月五日 大崎牧之丞
加東大門村
　蓬莱宗兵衛様
大坂
　松井安右衛門様
同
　桑名屋源治郎様 　　
奉承知候
同
　難波屋楢太郎様 　　
右同様
伝法
　井上仁兵衛様
同
　井上常七様
大坂
　大津屋利右衛門様
同
　桑名屋平九郎様
同
　難波半兵衛様
加東大門村
　　　　吉兵衛様
大坂
　播磨屋庄七様
堺
　具足屋市兵衛様 　　
承知致候
小浜
　壁屋仁兵衛様 　　　
聊之儀格別思召ヲ以御渡被下様奉願上候
大坂
　大和屋尚太郎様
同
　明石屋与平様　　御名前次第不同
　知行所に在住する源兵衛という者から、坂田伝治に宛てた口上書であ
八八
る。源兵衛は大崎源吾に従って浅野家の御用（金銀調達）に携わり、扶持も得ていたが、 坂と国元との往復など御用に関わる支出が増大し、難渋している旨を伝えている。〔史料
9〕 「乍恐口上覚」 （
12
　
29―

152）
　（包紙） 「坂田御旦那様
　　　　　　　　　　　　　　　源兵衛　　 九拝」　　 乍恐口上覚
一先祖より奉蒙御恩訳御領分ニ住居仕候処、先年大崎源吾様御役附被
仰付候、其已前御上様ニ銀子御入用之儀被為不御座、則名波村政次与
申者段々骨折被致、酒惣方
江
頼込候得共、不行届ニ付外旁々様ニ
も被遊御懸合 得共、難行届既 不調法縁切 折柄、私共神願相立段々懸合及再度申処漸く承知御座候
而
、速ニ銀子御用ニ相成、其後
追々御用被相勤候上、関東表乍恐 台所請被持候ニも及御座候、已前源吾様より 仰聞
ニ者
、私共賞味之相働ニ御座候得共、酒惣よ
り 　御台所向引請候ニ至
得者
、弐石八斗壱人扶持持被為下候由、
御沙汰奉伝承候、其後壱人扶持持難有事頂戴候処、先年天野与左衛門様 出役之砌、御国元御仕法立被為有候ニ付、諸事御倹約被為仰出候趣ニ付、御扶持御召上ケニ 成申候 尚又酒惣御舘入被仰付候、其後年々私共品々 用筋手雑用
ニ而
大坂通ひ相勤居候、先年源吾様
江戸表より御帰郷之節、大坂東御役所御手切金御借入御返済方相滞御座候ニ付、私壱人手穏被仰付難渋仕候、其砌源吾様初メ外衆中
ニ茂
急々調金筋御心配被成候得共、行届不申ニ付、東御役所
ニ而
急々
歎願仕手穏御免相成候、翌日則天王寺屋藤七方
江
罷越段々相頼調金
行届御手初金御返金被遊 義も御座候、毎々私共義大坂上下度毎諸雑用相費居候 付、追々身元手薄難渋ニおよひ候得 、御恩訳之廉聊忌布不仕、妻子共ニ心も不掛相働候得共、此節ニ至御必至難渋落命難繋、日々 歎暮居候、誠ニ奉恐入候得共、前書之仕儀被遊御憐察被為下候
ハ者
難有仕合ニ奉存候、別段私願之儀
者
向後 　御上様御
落状御用掛札、私へ被為仰付被下度、訳
而
奉願上候前書之次第歎願
奉申上候間、格別之御憐愍を以御取成被為成下候
ハ者
、一族共ニ至
迄広太之御慈悲難有仕合ニ奉存候、以上、
　　　文久元年　　 酉十一月

源兵衛
　　　坂田御旦那様【家臣と大坂用達】　次の史料は、陣屋役人の大崎牧之丞から天王寺屋（ 「松様」とは松井様を指している）へ宛てられた興味深い文書である。前半は蔵米の融通に関する内容で公的な趣が強いが、後段では陣屋勤めに嫌気がさし、江戸勤めの願いを出そうかと天王寺屋に相談を持ちかける大崎がその心情を吐露している。一面的ではある 、家臣団と大坂用達の実務的なやりとりだけでなく、密接な人 諸関係を窺わせる。
八九
〔史料
10〕 「巻外他見不許」 （
264
　
29―

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（端裏書）巻外他見不許　　　巻外東西御厄介筋
而巳
之上申上候も甚慮外、又心腹申述候も赤面之至りな
から御聞置迄ニ、扨先頃御下播之砌御差図通り御勝手方金銀出入、廉蔵・熊七両人心得之事、其段相勤候処、元々拙子共聊役徳無之
而者
、
陣屋役之名目より近領へ対し万端入用多、是
而巳
困入申候中、兼
而
御
咄し申候
而
御承知之売米懸賃纔ニ三百目、蔵米方壱石七斗計り、右之
内蔵米方ハ米支役料へ当テ懸賃三百目
者
廉蔵、拙子二ツ割
ニ而
全是迄
役徳
与
申候ハ御勝手金銀出入より金直違、又ハ少々融通戻し分、是等
昨年ハ壱貫目計り、漸是
ニ而
相凌キ候位
ニ而
、其上一昨年より昨冬迄
ニ役所
ニ而
三貫目計り引負ニ相成甚心配、然ル処右御勝手金銀出入ハ
両人為御任、残ル処懸賃三百目此分二ツ割ニ相成候
而者
、迚も難立行
日々心痛不表立義、如何ニも致方無 候、江戸抔
与ハ
違ひ内職之義も
無之、左れハ迚先年より江戸勤之儀ハ願候得共御聞済無之、無詮方仕合、弥御陣屋永住之義ニ候
得者
、是迄陣屋役之心得勤番
与
被 　仰出候
得共、本陣屋役同様之事ニ付、本陣屋役被 付候
得者
、右掛賃差略も
可相付歟 尤勤方ハ廉蔵事も是迄通 なから右ニも相成候
得者
、下拙
より差図致し万事相勤候様ニ相成候
得者
、何れも都合宜敷、尤是迄万
事差図も致し候得共、同役之儀 付俗 一寸之長 五分之魂とやら頓
与
思請ニ不参、左れバ迚ヶ様之儀上より御自鏡之事、彼是貴家様迄
御咄し申上候事 我慢赤面仕候得共、迚も此姿
ニ而
相勤候
得者
、一両
年とも身代難持心配仕罷在候 先書ニも内々米喜持越 義御申聞 下
忝奉存候、乍去此利益
者
不定之事故日夜心痛、其上廉蔵右様之ママ仁
物故役戴無之 又産所
ニ而
酒、或ハ酒粕等うり候抔、他領之誹謗等万
事同席之事故難差止メ、誠ニ心苦仕候ニ付、御陣屋勤之儀ハ恐入ル事なからいや気相成、然ル上
者
今一応押
而
江戸勤一両年丈致度趣、願書
差出候
而者
如何御座候哉、篤
与
御賢慮奉希候、誠種々御心痛之中、ヶ
様之儀申上候も慮外千万、御憤も可有之歟、早々御免可被下候、頓
与
思案に付不 より無滞不包御談申上候、御慈憐御推読可被下候、先
者
右用御談迄内書如此御座候、
（大崎）牧之丞
　　松様
【御進発関係】　松平遠江守の大坂留主居・松井からの廻状である。松井は大坂町奉行所へ赴き、担当与力の大森隼太より長州戦争に関する兵員・物資輸送の通達を受け取った。その通達が浅野家大坂御用場 （実質的には天王寺屋）に届けられたものと考えられる。〔史料
11〕
 「松平遠江守様留主居・松井三左衛門より急廻状」 （
56
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
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　　　　　　　　　松平遠江守様留主居　　 　　　松井三左衛門より　　 　　　急廻状
今日当御奉行所
江
御呼出シニ付罷出候処、掛り与力大森隼太ヲ以御通
九〇
達別紙之通御座候、尤右街道筋ニ御旗元様御知行所も諸国ニ可有之哉ニ被存候へ共、差懸り一々取調兼候間、御隣国より夫々御通達可被下候、
今般長防征伐ニ付
而者
、芸州路へ諸藩之面々屯集被致候ニ付、粮米・
馬飼・塩・味噌・炭・薪等御征伐中可成丈ケ広島表へ入津可致旨、山陽道筋御領
者
御代官、私領
者
地頭
江
早々可被相達候事、
右之通稲葉美濃守殿被仰聞 趣ヲ以、松平伊豆守殿より被仰達候、右山陽道筋領分、又ハ知行所有之分急達可被申達候、
　　（慶応元年）　　 十一月五日
　同じく播磨国に知行所を持つ旗本・池田家からの、歩兵・銃士の給金
などに関する問い合わせである。他の旗本家との関係を示す史料は少ないものの、軍役という非常時において、これらの情報交換が行われていたことを示唆する文書である。〔史料
12〕
 「 （書状、歩兵・御軍役銃士給金支払い方法お尋ねにつき） 」（
72
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（端裏） 「浅野隼人様 　　　　　　　 　　池田右近将監内　　　　御用人中様 　　　　　　　　　　　 　山村勘六　　 　　　　　 寺村重兵衛　　 水谷保太郎」
以手紙啓上仕候、
然
者
其 　御元様歩兵并御軍役銃士給金等
者
御知行所高掛ニ被仰付候御
事哉、御知行所御内国之儀ニ付心得迄ニ御内々御聞合仕度奉存候、右可得御意度如此御座候、以上、
　　（慶応二年）　　 四月十六日
　御進発に出陣した浅野隼人と、尼子廉蔵など家臣・人足について記し
た書状である。後段の内容によれば、浅野隼人は大坂から広島まで海路にて移動し、家臣たちは陸路で移動したようである。〔史料
13〕 「 （書状） 」 （
156
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一 　筆啓上仕候、甚暑之節御座候処、順三郎様益御機嫌能被遊御座恐悦至極奉存候、暑中 容体奉窺度捧愚札候、御席之列可然様御沙汰被成下度奉願候 恐惶謹言、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 松井繁之助　　六月十三日 　玄長（花押）　　大崎牧之丞様
　　　　歩兵頭並
　　　　　　浅野隼人家来　　 ・尼子廉蔵　　 ・足軽八人
九一
　　　　　　・乗馬壱疋　　 ・口之者弐人　　 ・小者壱人　　 　荷物二棹　　 　此人足四人　　 ・沓籠一荷　　 　此人足壱人　　 ・両掛二荷　　 　此人足弐人　　 　竹馬一荷　　 　此人足壱人　　 ・宿籠壱挺
　　　　　　　　此人足五人
右
者
今般
御進発為御用隼人義大坂表より広島表
江
海路出船承り候ニ付、書面之
者陸路致歩行候ニ付、是右人足可被召出候、尤別紙休泊ニ成候間、宿駅ニおゐて者右宿一軒用意可被致候、右人足并休泊之義
者
今般之御定
之通印鑑申立候国元可被此着候、此先触早々継送り広島表ニ至り隼人脇元
江
御地可仕候、
　慶応二年（一八六六）七月二六日付けで、知行所（若狭野村など一三
ヵ村）の庄屋中、および中庄屋から浅野家に出された願書の写しである。浅野隼人が歩兵隊頭として大坂に到着し、西国筋に向かうことに対する
批判とも受け取れる内容が綴られている。陣屋元の治安維持を優先されるべきとの主旨で、近隣では「自国」を固めており、浅野家も「御恥辱」にならぬよう領民保護を訴えた。〔史料
14〕 「寅七月廿六日願書之写」 （
64
　
28―

24）
　　　　寅七月廿六日願書之写
今般 　殿様歩兵隊之御頭
ニ而
御上阪被遊候段拝承仕、当節柄定
而
御配
方可御事
与
深奉恐入候、尤御着阪之上
者
御沙汰之御模様ニ寄、西国筋
へ 　御出馬可為遊歟
与
奉恐察候、就夫是迄郷中之情態、且
者
西国筋探
動之風説等伝承仕、何卒 　御進発之御供御免れ可被遊候様、一同日夜奉願念候折柄、今般歩兵御引纏討手之御人数
江
御差加り為遊候
者
、御
武門之御ママ免目可奉恐悦所、前条之下情故返
而
懇歎仕罷在候、此儀
者
御代官所御知行所
ニ而者
必悪徒之引横行乱妨いたし、下民難渋仕候
由承り伝罷在候、尤於当郷中
ニ而
今日迄違変筋之儀無之候へ共、当節
ニ至り御隣領之諸家様方自国之御固メ専
与
、其上此程龍野様 　御出馬
ニ相成候所於中途御病発、今以御滞陣、是ハ 発途ニ付人夫 引上ケ、右等
江
諸懸りもの多、下民困窮仕候より必御留守中変動之風聞在之、
夫是
与
御滞陣被遊候由風説仕候、就夫万々 　殿様西国筋へ御出馬ニ付
人夫等差出方被仰付候ハヽ、御隣領之風説同様立至り可申歟
与
私共心
配仕候、其上御近領 ハ何等之不調 ニ候歟、御厳重 固在之より異説区々、於御陣屋元
者
御人少々御儀
ニ而
御警衛向等も御手薄
ニ而
一同
危路罷在候処ニ 出馬ニ相成候節
者
、格別之思召を以御召連之御人数
之内、御陣屋元
江
御残し置被下候、御隣領
江
御恥辱不相成様御処置被
九二
成下候ハヽ、郷中一同安堵仕難有仕合奉存候、何卒此段御聞済被為成下候様奉願上候 以上、
　　慶応二年 　　　　　　　　　　　　　　　　　十三ヶ村　　 　寅七月 庄屋中　御 　　　 中庄屋
　浅野隼人の出陣に同行した歩卒の雇用に関する文書である。詳細につ
いては不明であるが、差出人の秋田屋は「精々丈夫実直成者」を紹介する口入屋的存在 ったと推測される。〔史料
15〕 「歩卒御宛行積書」 （
65
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　　　歩卒御宛行積書
一 　金七両 　　　　　　　　　　　　壱年
　　　　白米壱人扶持 　　　　　　　　歩卒壱人　　 　　　　　　 御給金
一 　月々塩噌銀拾五匁ツヽ一 　同足袋・草鞋代銀弐拾匁ツヽ一 　加扶持半人扶持ツヽ
　一 　金五両 　　　　　　　　　　　　同
　　　　白米壱人扶持 　 卯時壱人　　 　　　　　　 御給金
一 　月々塩噌銀拾五匁ツヽ
一 　稽古人数之外ニ部屋取締之者壱人被 　仰付被下置候事、
　　但
 、御宛行之義
者
歩卒之通り塩噌同断之事、加扶持壱人扶持并為
勤金盆暮金弐分ツヽ被下置候事、
一 　
 稽古他行之節弁当被下置、夕七ツ時ニ相成候ハヽ帰弁当被下置候事、
　　但、御屋敷様
ニ而
修候御稽古御座候節、弁当被下置候事、
一 　水油・薪月々御渡被下置候事、一 　稽古着用之品々并部屋勝手諸道具一切御貸被下置候事、一 　夏冬夜具拝借仕候事、一 　稽古無御座候節、御奉公壱度相勤候事、
　　但し、少々之御手当被下置候事、
右之通り御取極御抱入被 　仰付被下置候ハヽ、精々丈夫実直成者共相撰故差支無御座候様可奉差上候、以上、
　　寅
（慶応二年）
　　　　　　　　　　　　　　　秋田屋
　　　九月 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　源八郎【幕末の治安（江戸） 】　将軍の上洛に際し、江戸市中の見廻り役・火事場見廻り役に任じられたときの記録である。治安に関わる人員配置、および彼らの出で立ちについての詳細が記されている。〔史料
16〕 「 （御上洛御留守中市中見廻覚帳） 」 （
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今度御上洛御留守中市中御見廻被 　仰出候ニ付供建左ニ、
九三
　　　　　割羽織小袴鎧上ケル
一 　足軽 　　　　　　　　　　　　　四人
　　但、得物隠附棒十手取縄、
一 　鑓持 　 　　 壱人
　　但、着込従役横引、
一 　馬之口 　　 　 　　　　　弐人
　　但、同断、　　割羽織小袴鎧上ケル　　供頭 　　　　添供　　得物手鑓十手取縄 同断　　馬　　同 　　　同　　添供 　　 添供　　同断 　　 同断
一 　乗り取 　　　　　　　　　　　　壱人
　　　前同断
一 　長柄持 　　　 壱人
　　　同
一 　両掛 荷 　　　　 　　　　弐人
　　　同御着替ひ其外道具入、　　 上簑陣笠桐油も入ル、
一 　高張桃持 　　　　 　　　 弐人
　　　同
一 　雨具持 　　　　　　　　　　　　四人
　　　同張長持御印附簑陣笠惣御供之出入、
一 　弁当持歩
　　　同
一 　　　　 　　　　　　　　　増供五人右者日替より次ニ引下り御増供之分、用人席より相分以上之内申合罷出ル、
　　　惣同分　　 〆弐拾九人　但、何れも鎖帷子着込、野羽織小袴
ニ而
鎧上ケ脚半草鞋相用ひ候事、
　　 　昼夜見廻道法左ニ
先寅之御門迄出張、夫より新橋山下御門数寄屋橋・鍛治橋・呉服橋・常盤橋御門々、浅草御門、夫より柳原通筋違橋・水道橋・小石川・牛込・市ヶ谷・四ツ谷御門々 喰違・紀尾井坂・赤坂御門・山王西栄尻迄見廻、
　但、昼夜共四時之出宅
ニ而
七半時過帰宅之筈、
　　諏訪因幡守様御渡
　　　火事場見廻
江
　　 覚
御上洛御留守中、外曲輪見廻之儀、当二月相達候通相心得申合 見廻候様可被致候、尤兼帯之者相廻候ニ不及、火事場之方厚 候、使番之御役当
茂
相心得候処相達候間可被得其意候事、
九四
　　　　火事場見廻兼帯
江
　　　　覚
御上洛御留守中、外曲輪見廻之義、当二月相達候通相心得申合見廻候様可被致候、尤兼
而
兼帯之者者相廻候ニ不及、火事場之方重々相心得
候、使番之御役当も相心得を以相達候間可被得其意候事、右之通火事場見廻
江
相達候間、得其意不取締無之様可被致候、尤其方
中
ニ者
時々相廻候
ニ者
不及、火事場之方厚相心得消防等念入候様可被
致候事、
【明治維新】　広島の浅野本家より明治政府に提出された浅野隼人、および浅野友三郎の所領安堵に関する願書の写しである。〔史料
17〕
 「 （浅野隼人・浅野友三郎、天朝帰順之上土地人民鎮撫願） 」（
82
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　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　浅野隼人　　 浅野友三郎
右家筋之儀
者
、私始祖長政領地之内より内匠頭長矩家并ニ右両家へ分
知仕、何レモ播州ニ罷在候所、長矩儀
者
故有
而
元禄年中徳川より絶家
申付候得共、隼人
者
赤穂郡之内
ニ而
三千石、友三郎儀ハ加東郡之内
ニ而
三千五百石、其侭領し来、素より微禄者ニ御座候へ
者
、於江戸徳
川之用向をも相勤居申候処、此度帰邑之儀被遣置候、播州ニ罷居候、右両家 者共より歎願之趣
者
過日添書を以差出通りニ御座候、右之通
私末家之儀ニも御座候
得者
、此場合私手之者を以土地人民鎮撫仕置申
度奉存候、此段御聞居被置被下様仕度奉存候、此段申上候、以上、
　　
（慶応四年）
　　 二月廿日 　　　　　　　　　　　　　　　　　安芸新少将　
 隼人・友三郎共、帰順之実効相立、追
而
何分之儀被 　仰出候
へ者
、其
者を以土地人民鎮撫可致置 事、
（参考文献）『相生市史』第二巻（一九八六年） 、同第三巻（一九八八年）『大阪商業大学商業史研究所資料目録第一集
 佐古慶三教授収集文書目録』 （一
九九二年）
『大阪商業 学 史博物館 料叢書第三巻
 蔵屋敷Ⅲ』 （二〇〇二年）
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竪
帳
1
28－29～
42封
筒
「
年
賦
金
調
達
仕
法
（
十
冊
）」に
て
一
括
2
29－72
（
安
政
元
）.閏
7
.
7
御
断
書
（
新
居
御
関
所
仕
舞
越
相
成
申
さ
ず
、
御
日
限
延
引
に
つ
き
）
和
泉
屋
九
右
衛
門
御
役
人
中
様
一
紙
1
3
29－111
安
政
4
.
3
.27
覚
（
当
巳
年
8
月
よ
り
の
扶
持
米
玄
米
2
石
2
斗
3
升
5
合
代
銀
223匁
5
分
御
請
取
下
さ
れ
に
つ
き
）
浅
野
猪
三
郎
内
　
大
崎
源
吉
天
王
寺
屋
安
右
衛
門
殿
一
紙
1
4
28－18
未
（
安
政
6
）
.～
申
（
万
延
元
）.
（
御
当
座
入
用
帳
）
横
帳
1
28－17～
21封
筒
に
て
一
括
5
28－41
（
安
政
6
）.
（
横
帳
断
簡
、
年
賦
調
達
講
元
利
銀
勘
定
覚
）
断
簡
1
28－29～
42封
筒
に
て
一
括
、
28－38
～
41ま
き
こ
み
一
括
6
28－94
（
万
延
元
.
3
）.
（
桜
田
門
外
の
変
取
調
書
）
一
紙
1
28－89～
99封
筒
に
て
一
括
7
28－22
酉
（
文
久
元
）.　
7
.
4
、
酉
.
8
.
4
、
酉
.
9
.
2
（
御
改
革
厳
重
書
）
松
井
安
右
衛
門
坂
田（
阪
田
）伝
次（
治
）
様
竪
帳
1
7
月
・
8
月
の
文
面
に
江
戸
御
役
所
か
ら
の
一
紙
を
貼
付
8
28－38
酉（
文
久
元
）.11.11
覚
（
堺
御
役
所
納
ほ
か
諸
入
用
銀
25貫
目
余
、
引
当
御
米
514石
勘
定
帳
）
竪
帳
1

28－29～
42封
筒
に
て
一
括
、
28－38
～
41ま
き
こ
み
一
括
9
28－39
（
文
久
元
.11.11）
覚
（
堺
御
役
所
納
ほ
か
諸
入
用
銀
25貫
目
余
、
引
当
御
米
514石
勘
定
帳
）
竪
帳
1
28－29～
42封
筒
に
て
一
括
、
28－38
～
41ま
き
こ
み
一
括
、
28－38の
下
書
ヵ
10
28－120
（
文
久
元
）.11.26
（
書
状
写
、
御
改
革
の
儀
、
御
手
元
金
御
相
談
な
ど
に
つ
き
）
里
村
吉
蔵
、
里
村
清
右
衛
門
坂
田
伝
治
殿
竪
帳
1
28－119～
126封
筒
に
て
一
括
11
28－14
文
久
元
.11.
議
定
（
浅
野
隼
人
江
戸
表
定
用
仕
送
金
500両
借
用
、
若
狭
野
米
315石
引
当
に
つ
き
）
播
州
赤
穂
郡
若
狭
野
陣
屋
役
　
尼
子
廉
蔵
、
大
崎
牧
之
丞
紀
伊
国
屋
弥
右
衛
門
殿
一
紙
1
（
奥
印
）
家
老
　
前
田
剛
右
衛
門
、（
ほ
か
用
人
3
名
）
12
29－152
文
久
元
.11.
乍
恐
口
上
覚
（
御
上
様
御
落
状
御
用
掛
札
拝
命
願
）
源
兵
衛
坂
田
御
旦
那
様
一
紙
1
包
紙
あ
り
13
29－85
酉（
文
久
元
）.12.26
覚
（
江
戸
表
よ
り
出
役
の
節
、
路
銀
相
渡
し
に
つ
き
）
若
狭
野
用
場
井
上
万
太
郎
様
一
紙
1
14
28－116
（
文
久
元
）.
（
御
改
革
約
定
18ヵ
条
書
上
）
竪
帳
1
28－111～
118封
筒
に
て
一
括
15
28－20
酉（
文
久
元
）.
四
月
後
酉
年
利
揚
扣
横
帳
1
28－17～
21封
筒
に
て
一
括
16
28－15
戌（
文
久
2
）.
6
.26
本
御
送
状
者
御
状
御
封
入
ニ
付
仮
送
り
状
之
事
（
御
米
60俵
、
船
へ
積
入
に
つ
き
）
紀
伊
国
屋
弥
右
衛
門
代
　
顕
屋
大
次
郎
浅
野
隼
人
様
江
戸
浜
町
御
屋
敷
　
川
端
彦
次
郎
様
、
里
村
吉
蔵
様
一
紙
1
28－15～
16仮
綴
一
括
、（
裏
書
）「
江
戸
　
浅
野
隼
人
用
所
」
17
29－153
戌（
文
久
2
）.
8
.晦
覚
（
壱
分
銀
・
新
小
判
ほ
か
金
83両
余
勘
定
に
つ
き
）
一
紙
1
18
28－67
（
文
久
2
）.10.
7
書
状（
一
ツ
橋
様
御
上
洛
の
義
な
ど
に
つ
き
）
用
場
両
人
松
井
様
一
紙
1
28－59～
74封
筒
に
て
一
括
播
磨
国
赤
穂
郡
若
狭
野
・
浅
野
隼
人
家
関
係
文
書
目
録
九六
通
番
整
理
番
号
年
月
日
文
　
　
書
　
　
名
作
成
者
・
差
出
人
宛
　
　
名
形
　
態
員
　
数
備
　
　
　
　
考
19
28－16
文
久
2
.12.
覚
（
若
狭
野
御
蔵
米
164石
、
江
戸
御
廻
米
と
し
て
預
り
に
つ
き
）
紀
伊
国
屋
弥
右
衛
門
浅
野
隼
人
様
御
内
　
尼
子
廉
蔵
様
一
紙
1
28－15～
16仮
綴
一
括
20
28－59
文
久
2
.
御
陣
屋
行
御
触
書（
袋
）
袋
1
28－59～
74封
筒
「
大
阪
麹
町
御
用
文
書
・
御
陣
屋
行
御
触
書
」に
て
一
括
21
28－60
（
文
久
2
）.
（
和
泉
守
殿
・
豊
後
守
殿
御
書
付
写
、
当
番
御
目
付
中
よ
り
の
添
文
）
浅
野
隼
人
、（
ほ
か
4
名
）
近
藤
石
見
守
様
、（
ほ
か
11名
）
一
紙
1
28－59～
74封
筒
に
て
一
括
22
28－88
亥（
文
久
3
）.
1
（
大
坂
難
波
橋
上
に
て
池
内
大
学
加
誅
の
貼
紙
写
）
一
紙
1
25－75～
88封
筒
に
て
一
括
23
28－81
亥（
文
久
3
）.
2
.26
郷
触
之
覚（
公
方
様
御
上
洛
の
た
め
火
之
用
心
・
他
所
人
逗
留
規
制
な
ど
に
つ
き
）
御
役
所
村
々
一
紙
1
25－75～
88封
筒
に
て
一
括
24
28－107
亥（
文
久
3
）.
2
.
西
本
願
寺
本
山
よ
り
御
直
命
御
趣
意
書
竪
帳
1
28－100～
110封
筒
に
て
一
括
25
28－78
亥（
文
久
3
）.
4
.
諸
事
（
昨
9
日
夜
、
両
国
橋
西
に
て
浪
人
4
、
50人
、
2
つ
の
首
を
梟
木
に
掛
け
立
ち
退
き
候
に
つ
き
）
一
紙
1
25－75～
88封
筒
に
て
一
括
26
28－108
（
文
久
2
）.
7
.
3
（
島
津
三
郎
上
京
致
し
不
穏
の
様
子
な
ど
に
つ
き
達
書
）
仮
綴
1
28－100～
110封
筒
に
て
一
括
27
28－106
（
文
久
3
）.
8
.18
（
三
日
市
村
小
遣
巳
之
助
聞
取
、
五
条
御
陣
屋
襲
撃
一
件
、
天
誅
組
の
乱
に
つ
き
風
説
書
）
仮
綴
1
28－100～
110封
筒
に
て
一
括
28
28－93
亥（
文
久
3
）.10.
十
月
五
日
七
ツ
時
御
触
写
（
浪
士
召
捕
な
ど
口
達
に
つ
き
）
竪
帳
1
28－89～
99封
筒
に
て
一
括
29
28－87
亥（
文
久
3
）.12.
郷
触
之
覚
（
世
上
不
穏
の
た
め
領
内
鉄
炮
所
持
之
者
調
査
に
つ
き
）
御
役
所
（
中
庄
屋
　
藤
堂
八
郎
右
衛
門
）
郷
中
十
三
村
庄
屋
中
一
紙
1
25－75～
88封
筒
に
て
一
括
30
28－105
子（
元
治
元
）.
2
.
8
於
御
役
所
申
渡
候
御
書
取
写
（
川
端
彦
次
郎
退
役
・
隠
居
申
し
付
け
、
忰
満
吉
家
督
相
続
な
ど
に
つ
き
）
坂
田
伝
治
、（
ほ
か
3
名
）
竪
帳
1
28－100～
110封
筒
に
て
一
括
31
28－43
元
治
元
.
4
.18
乍
憚
口
上
（
東
西
御
改
革
御
用
掛
り
仰
せ
付
け
の
と
こ
ろ
、
私
多
病
の
た
め
御
免
願
い
に
つ
き
）
松
井
安
右
衛
門
江
府
御
役
人
中
一
紙
1
28－43～
46封
筒
「
大
阪
赤
穂
間
手
形
」
に
て
一
括
32
28－83
元
治
元
.
5
.21
（
京
都
に
て
内
山
彦
治
郎
<
マ
マ
>
天
誅
の
貼
紙
写
）
天
下
義
勇
士
一
紙
1
25－75～
88封
筒
に
て
一
括
33
29－150
子（
元
治
元
）.
6
.18
仕
切
状
矢
野
屋
休
兵
衛
網
干
屋
善
兵
衛
殿
一
紙
1
34
29－151
元
治
元
.
7
.13
（
佐
久
間
修
理
弾
劾
状
）
皇
国
忠
義
士
一
紙
1
35
28－77
元
治
元
.
7
.
非
常
備
掟
書
之
事
一
紙
1
25－75～
88封
筒
に
て
一
括
36
28－118
子（
元
治
元
）.
8
.
子
八
月
廿
六
日
長
府
飛
船
到
来
当
川
口
御
番
所
ニ
而
御
差
留
メ
同
処
江
差
出
候
書
付
之
写
毛
利
左
京
亮
竪
帳
1
28－111～
118封
筒
に
て
一
括
37
28－66
（
元
治
元
）.
8
.
知
行
所
、
百
姓
・
浪
人
共
ニ
金
銭
奪
被
取
候
届
書
写
勤
仕
並
寄
合
　
　
松
下
大
学
一
紙
1
28－59～
74封
筒
に
て
一
括
、
28－65
～
66ま
き
こ
み
一
括
九七
通
番
整
理
番
号
年
月
日
文
　
　
書
　
　
名
作
成
者
・
差
出
人
宛
　
　
名
形
　
態
員
　
数
備
　
　
　
　
考
38
28－65
（
元
治
元
）.10.
2
私
知
行
所
、
百
姓
・
浪
人
共
ニ
金
銭
奪
被
取
候
儀
御
届
（
佐
藤
兵
庫
よ
り
御
月
番
立
花
出
雲
守
殿
へ
届
け
）
勤
仕
並
寄
合
　
　
松
下
大
学
一
紙
1
28－59～
74封
筒
に
て
一
括
、
28－65
～
66ま
き
こ
み
一
括
39
28－111
元
治
元
.～
慶
応
元
.
江
・
阪
・
播
必
用
書
類（
袋
）
若
狭
野
用
場
　
　
松
井
袋
1
28－111～
118封
筒
「
江
・
阪
・
播
必
用
書
類
」に
て
一
括
40
29－73
（
慶
応
元
）.
4
.27
四
月
廿
七
日
御
触
（
年
号
を
慶
応
に
改
元
に
つ
き
）
（
大
坂
町
奉
行
）
駿
河
（
松
平
乗
樸
）、
大
隅（
松
平
信
敏
）
三
郷
惣
年
寄
一
紙
1
41
29－159
慶
応
元
.
4
.
覚
（
茶
道
具
畳
の
目
半
分
に
置
か
ず
な
ど
に
つ
き
）
一
紙
1
42
28－44
慶
応
元
.閏
5
.
覚（
足
軽
宮
竹
和
輔
道
中
手
形
）
播
州
赤
穂
郡
若
狭
野
陣
屋
　
浅
野
隼
人
内
　
尼
子
廉
蔵
播
州
赤
穂
郡
よ
り
摂
州
大
坂
迄
所
々
御
固
所
御
出
役
中
一
紙
1
28－43～
46封
筒
に
て
一
括
43
28－45
慶
応
元
.
6
.
覚（
足
軽
宮
竹
和
輔
道
中
手
形
）
大
坂
麹
町
用
場
　
浅
野
隼
人
内
　
松
井
安
右
衛
門
大
坂
表
よ
り
播
州
赤
穂
郡
迄
所
々
御
固
所
御
出
役
中
一
紙
1
28－43～
46封
筒
に
て
一
括
44
28－49
（
慶
応
元
）.10.28
（
長
州
征
伐
の
た
め
諸
事
に
つ
き
達
書
）
松
平
伊
豆
守
浅
野
隼
人
殿
一
紙
1
28－47～
58封
筒
に
て
一
括
、
28－49
～
52ま
き
こ
み
一
括
45
28－50
（
慶
応
元
）.10.28
（
松
平
伊
豆
守
殿
御
書
付
に
つ
き
添
文
）
松
平
大
隅
守
一
紙
1
28－47～
58封
筒
に
て
一
括
、
28－49
～
52ま
き
こ
み
一
括
46
28－51
（
慶
応
元
.10.28）
御
上
封
之
写（
達
書
）
一
紙
1
28－47～
58封
筒
に
て
一
括
、
28－49
～
52ま
き
こ
み
一
括
47
28－52
（
慶
応
元
.10.28）
（
付
箋
、
松
平
伊
豆
守
様
ほ
か
達
書
な
ど
に
つ
き
）
一
紙
1
28－47～
58封
筒
に
て
一
括
、
28－49
～
52ま
き
こ
み
一
括
48
28－53
（
慶
応
元
.10.28）
覚
（
毛
利
大
膳
末
家
の
面
々
・
吉
川
監
物
当
地
蔵
屋
敷
諸
家
来
共
帰
国
の
達
し
に
つ
き
）
一
紙
1
28－47～
58封
筒
に
て
一
括
、
28－53
～
54ま
き
こ
み
一
括
49
28－119
丑（
慶
応
元
）.10.
（
大
樹
公
御
不
例
に
つ
き
御
所
へ
仰
せ
付
け
ら
れ
候
ほ
か
御
達
し
写
な
ど
諸
事
書
留
）
竪
帳
1
28－119～
126封
筒
「
江
・
阪
・
播
必
用
書
類
」に
て
一
括
50
28－46
丑（
慶
応
元
）.10.
調
達
講
損
銀
之
覚（
合
銀
20貫
550匁
9
分
）
一
紙
1
28－43～
46封
筒
に
て
一
括
51
28－54
（
慶
応
元
.10）.
覚
（
毛
利
左
京
ほ
か
家
来
共
書
上
、
道
中
休
泊
行
程
に
つ
き
）
一
紙
1
28－47～
58封
筒
に
て
一
括
、
28－53
～
54ま
き
こ
み
一
括
52
28－55
（
慶
応
元
.10）.
長
州
末
家
家
来
護
送
之
列
一
紙
1
28－47～
58封
筒
に
て
一
括
、
28－55
～
56ま
き
こ
み
一
括
53
28－56
（
慶
応
元
.10）.
長
州
人
護
送
一
件
書
類（
断
簡
）
断
簡
1
28－47～
58封
筒
に
て
一
括
、
28－55
～
56ま
き
こ
み
一
括
、
28－55の
下
書
・
略
控
ヵ
54
28－58
（
慶
応
元
.10）.
印
鑑（
歩
兵
頭
並
・
浅
野
隼
人
）
浅
野
隼
人
一
紙
1
28－47～
58封
筒
に
て
一
括
55
28－57
（
慶
応
元
）.11.
1
（
書
状
、
長
州
人
護
送
に
つ
き
）
尼
子
廉
蔵
松
井
安
右
衛
門
様
一
紙
1
28－47～
58封
筒
に
て
一
括
九八
通
番
整
理
番
号
年
月
日
文
　
　
書
　
　
名
作
成
者
・
差
出
人
宛
　
　
名
形
　
態
員
　
数
備
　
　
　
　
考
56
28－47
（
慶
応
元
）.11.
5
松
平
遠
江
守
様
留
主
居
松
井
三
左
衛
門
よ
り
急
廻
状
（
今
般
長
防
征
伐
の
た
め
諸
藩
の
面
々
芸
州
路
に
屯
集
に
つ
き
）
松
平
遠
江
守
様
留
守
居
　
松
井
三
左
衛
門
一
紙
1
28－47～
58封
筒
「
長
州
御
固
一
件
書
（
七
通
）」に
て
一
括
57
28－104
（
慶
応
元
）.11.19
（
書
状
写
、
御
政
令
御
改
革
の
御
報
知
、
長
征
の
た
め
殿
様
芸
州
へ
御
発
駕
な
ど
に
つ
き
）
尼
子
廉
蔵
坂
田
伝
治
殿
、
松
井
安
右
衛
門
殿
竪
帳
1
28－100～
110封
筒
に
て
一
括
58
28－48
（
慶
応
元
）.
尾
州
様
御
通
行
ニ
付
御
馳
走
取
扱
覚
（
役
割
分
担
、
人
名
書
上
）
一
紙
1
28－47～
58封
筒
に
て
一
括
59
28－27
（
慶
応
2
）.
4
.
9
（
江
戸
屋
敷
よ
り
若
狭
野
陣
屋
へ
の
御
下
知
覚
帳
）
里
村
清
右
衛
門
、
坂
田
伝
治
、
川
端
彦
次
郎
、
前
田
剛
右
衛
門
大
崎
牧
之
丞
殿
、
尼
子
廉
蔵
殿
竪
帳
1
28－23～
28封
筒
に
て
一
括
60
28－26
（
慶
応
2
）.
4
.22
（
江
戸
屋
敷
よ
り
若
狭
野
陣
屋
へ
の
御
下
知
覚
帳
）
里
村
清
右
衛
門
、
坂
田
伝
治
、
川
端
彦
次
郎
、
前
田
剛
右
衛
門
大
崎
牧
之
丞
殿
竪
帳
1
28－23～
28封
筒
に
て
一
括
61
28－25
（
慶
応
2
）.
5
.27
（
大
坂
御
用
場
仕
法
帳
）
東
七
、
次
郎
介
松
井
御
主
人
様
竪
帳
1
28－23～
28封
筒
に
て
一
括
62
28－23
（
慶
応
2
）.
6
.20
（
書
状
写
、
長
々
御
滞
播
、
当
年
は
豊
作
な
ど
に
つ
き
）
彦
兵
衛
御
主
人
様
竪
帳
1
28－23～
28封
筒
「
大
阪
御
用
場
仕
法
帖
」に
て
一
括
63
28－
2
慶
応
2
.
6
.
御
転
役
御
当
日
よ
り
御
出
立
御
支
度
　
御
発
途
江
掛
ケ
惣
御
入
用
高
帳
横
帳
1
28－
2
～
9
封
筒
「
藩
舶
来
品
御
用
帳
六
冊
」に
て
一
括
64
28－24
慶
応
2
.
7
.26
寅
七
月
廿
六
日
願
書
之
写
（
御
進
発
御
供
の
軽
減
、
御
陣
屋
元
へ
人
数
残
し
置
き
下
さ
れ
に
つ
き
）
十
三
ヶ
村
庄
屋
中
、
中
庄
屋
御
竪
帳
1
28－23～
28封
筒
に
て
一
括
65
29－124
寅（
慶
応
2
）.
9
.
歩
卒
御
宛
行
積
書
（
歩
卒
な
ど
の
給
金
・
諸
入
用
に
つ
き
）
秋
田
屋
源
八
郎
一
紙
1
66
28－62
寅（
慶
応
2
）.10.13
先
触
（
浅
野
隼
人
家
来
、
芸
地
よ
り
帰
坂
に
つ
き
）
陸
軍
方
播
州
片
嶋
駅
よ
り
摂
州
神
崎
駅
迄
　
右
之
宿
問
屋
役
人
中
一
紙
1
28－59～
74封
筒
に
て
一
括
、
包
紙
あ
り
67
28－
8
寅（
慶
応
2
）.10.
御
用
通
（
羽
織
・
袴
ほ
か
諸
色
代
金
12両
余
受
取
に
つ
き
）
近
江
屋
佐
七
浅
野
様
御
役
所
横
帳
1
28－
2
～
9
封
筒
に
て
一
括
68
28－28
（
慶
応
2
）.12.11
（
書
状
、
御
主
人
様
御
不
快
、
松
井
家
御
養
子
の
件
な
ど
に
つ
き
）
熊
七
森
川
東
七
様
竪
帳
1
28－23～
28封
筒
に
て
一
括
69
28－
3
（
慶
応
2
）.
（
御
上
洛
御
留
守
中
市
中
見
廻
覚
帳
）
横
帳
1
28－
2
～
9
封
筒
に
て
一
括
70
28－
4
（
慶
応
2
）.
（
御
番
所
入
用
ほ
か
諸
入
用
・
松
魚
節
ほ
か
諸
色
代
金
6
両
余
勘
定
帳
）
横
帳
1
28－
2
～
9
封
筒
に
て
一
括
71
28－
5
（
慶
応
2
）.
（
ラ
ン
ト
セ
ル
・
太
鼓
ほ
か
諸
色
代
金
246両
余
勘
定
帳
）
横
帳
1
28－
2
～
9
封
筒
に
て
一
括
、
28－
5
～
6
仮
綴
一
括
72
28－
6
（
慶
応
2
）.
（
書
状
、
歩
兵
・
御
軍
役
銃
士
給
金
支
払
い
方
法
お
尋
ね
に
つ
き
）
池
田
右
近
将
監
内
　
山
村
勘
六
、
寺
村
重
兵
衛
、
水
谷
保
太
郎
浅
野
隼
人
様
御
用
人
中
様
一
紙
1
28－
2
～
9
封
筒
に
て
一
括
、
28－
5
～
6
仮
綴
一
括
73
28－
7
（
慶
応
2
）.
西
洋
銃
調
具
入
用
明
細
書
取
横
帳
1
28－
2
～
9
封
筒
に
て
一
括
74
28－
9
卯（
慶
応
3
）.
1
.
御
用
通
（
黒
羅
紗
・
す
ほ
ん
ほ
か
諸
色
代
金
23
両
余
受
取
に
つ
き
）
（
近
江
屋
佐
七
ヵ
）
浅
野
様
御
役
所
横
帳
1
28－
2
～
9
封
筒
に
て
一
括
、
裏
表
紙
に
付
箋
「
組
合
一
番
隊
附
　
黒
田
良
庵
」あ
り
九九
通
番
整
理
番
号
年
月
日
文
　
　
書
　
　
名
作
成
者
・
差
出
人
宛
　
　
名
形
　
態
員
　
数
備
　
　
　
　
考
75
29－114
卯（
慶
応
3
）.
1
.
覚
（
里
村
清
右
衛
門
・
前
田
剛
助
・
里
村
吉
蔵
、
指
令
役
申
し
付
け
ら
れ
扶
持
役
料
書
上
）
一
紙
1
76
29－135
卯（
慶
応
3
）.
1
.
（
前
田
剛
助
、
知
行
所
表
勤
番
申
付
候
沙
汰
書
）
一
紙
1
77
28－112
卯（
慶
応
3
）.
2
.
銃
手
出
府
道
中
諸
入
用
帳
里
村
吉
蔵
横
帳
1
28－111～
118封
筒
に
て
一
括
78
28－101
丁
卯
（
慶
応
3
）.　
4
.
9
丁
卯
四
月
九
日
因
州
侯
建
白
（
写
、
兵
庫
開
港
に
対
す
る
意
見
に
つ
き
、
後
段
に
細
川
侯
建
白
あ
り
）
（
池
田
慶
徳
、
細
川
越
中
守
）
仮
綴
1
28－100～
110封
筒
に
て
一
括
79
28－109
卯（
慶
応
3
）.
4
.23
四
月
廿
三
日
薩
邸
表
門
張
帋
写
（
ほ
か
芸
州
戦
略
記
な
ど
あ
り
）
仮
綴
1
28－100～
110封
筒
に
て
一
括
80
29－160
卯（
慶
応
3
）.
覚（
御
札
座
前
石
垣
ほ
か
普
請
見
積
書
）
石
工
　
良
平
松
木
屋
亀
造
様
一
紙
1
81
29－96
（
慶
応
4
.
1
）.
（
去
る
12日
上
様
・
会
・
桑
若
老
な
ど
仏
船
に
て
品
川
へ
御
着
、
御
恭
順
の
趣
な
ど
に
つ
き
風
説
書
）
一
紙
1
82
29－33
（
慶
応
4
）.
2
.20
（
浅
野
隼
人
・
浅
野
友
三
郎
、
天
朝
帰
順
之
上
土
地
人
民
鎮
撫
願
）
安
芸
新
少
将
一
紙
1
83
28－21
辰（
慶
応
4
）.
4
.
5
上
京
御
留
守
中
日
記
森
川
横
帳
1
28－17～
21封
筒
に
て
一
括
84
28－113
（
慶
応
4
）.
4
.
8
（
徳
川
慶
喜
恭
順
・
謹
慎
な
ど
に
つ
き
達
書
）
御
目
付
中
寄
合
肝
煎
中
横
帳
1
28－111～
118封
筒
に
て
一
括
、
帳
は
ず
れ
85
28－100
慶
応
4
.
4
.
御
取
調
ニ
付
御
請
書
（
太
政
官
よ
り
御
達
の
た
め
知
行
高
・
武
器
員
数
な
ど
報
告
に
つ
き
）
寄
合
　
浅
野
友
三
郎
竪
帳
1
28－100～
110封
筒
「
大
坂
麹
町
御
用
場
・
兵
庫
開
港
趣
書
」に
て
一
括
86
28－117
慶
応
4
.
4
.
三
宅
氏
へ
差
出
候
書
取
之
写
（
御
一
新
の
御
趣
意
に
基
づ
き
陣
屋
取
締
に
つ
き
）
浅
野
隼
人
家
来
　
前
田
剛
助
仮
綴
1
28－111～
118封
筒
に
て
一
括
87
29－171－
2
（
慶
応
4
）.
5
.14
（
浅
野
友
三
郎
・
隼
人
へ
廻
状
通
達
に
つ
き
覚
）
安
芸
少
将
内
　
熊
谷
兵
衛
一
紙
1
88
29－171－
1
（
慶
応
4
.
5
）.
（
浅
野
友
三
郎
・
隼
人
、
徳
川
氏
の
判
物
な
ど
所
持
仕
ら
ず
、
恭
順
の
意
向
に
つ
き
上
書
）
一
紙
1
89
29－171－
3
慶
応
4
.
5
.
（
浅
野
隼
人
、
3052石
余
本
領
安
堵
に
つ
き
達
書
）
御
印
浅
野
隼
人
一
紙
1
90
29－171－
4
（
慶
応
4
.
5
）.
御
請
誓
文（
本
領
安
堵
に
つ
き
）
（
浅
野
隼
人
）
太
政
官
一
紙
1
91
28－37
明
治
2
.12.～
明
治
10.12.
（
金
銭
出
入
帳
）
横
半
帳
1
28－29～
42封
筒
に
て
一
括
92
29－100
明
治
14.12.
2
（
胴
鯡
・
鰊
粕
代
金
42円
56銭
4
厘
請
取
帳
）
蔵
所
代
　
中
尾
陽
介
久
徳
丸
御
中
横
帳
1
93
29－58
丑
.
2
.
～
丑
.
閏
6
.29
覚（
米
200石
ほ
か
米
納
入
用
勘
定
に
つ
き
）
一
紙
1
94
28－32
寅
.
4
.
（
調
練
掛
勤
方
入
用
其
外
取
調
書
）
横
帳
1
28－29～
42封
筒
に
て
一
括
95
28－42
寅
.
7
.23
雑
用
買
物
控
　
宗
助
殿
分
（
み
そ
・
茶
代
な
ど
諸
色
代
銭
35貫
388文
）
横
帳
1
28－29～
42封
筒
に
て
一
括
96
29－104
卯
.
5
.19
覚（
金
35両
勘
定
に
つ
き
）
近
江
屋
佐
七
浅
野
様
御
用
人
様
一
紙
1
97
29－68
卯
.
5
.25
覚（
表
通
〆
高
金
36両
3
朱
受
取
に
つ
き
）
近
江
屋
佐
七
尼
子
様
、
天
王
寺
屋
様
一
紙
1
一〇〇
通
番
整
理
番
号
年
月
日
文
　
　
書
　
　
名
作
成
者
・
差
出
人
宛
　
　
名
形
　
態
員
　
数
備
　
　
　
　
考
98
29－60
未
.12.22
演
達
書
（
姫
路
紅
屋
出
訴
一
条
の
た
め
江
戸
勝
手
方
手
廻
し
行
い
難
く
、
来
春
重
役
・
用
人
差
添
な
ど
願
い
上
げ
に
つ
き
）
里
村
辰
之
進
、（
ほ
か
4
名
）
天
王
寺
屋
安
右
衛
門
様
一
紙
1
包
紙
あ
り
99
29－81
戌
.
7
.10
覚
（
錠
前
・
合
羽
代
ほ
か
諸
色
代
銭
1
貫
124文
勘
定
に
つ
き
）
京
町
堀
弐
丁
目
　
備
後
屋
幸
助
大
崎
様
、
清
水
様
一
紙
1
破
損
あ
り
100
29－39
戌
.12.23
諸
掛
り
物
覚
（
江
戸
廻
米
・
堺
行
積
賃
ほ
か
諸
入
用
銀
1
貫
841匁
1
分
8
リ
勘
定
に
つ
き
）
紀
伊
国
屋
弥
右
衛
門
天
王
寺
屋
安
右
衛
門
様
一
紙
1
101
29－45
亥
.12.
覚
（
若
狭
野
村
よ
り
追
納
の
た
め
過
納
に
相
成
、
御
勘
考
下
さ
れ
に
つ
き
）
一
紙
1
102
28－72
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
1
.
5
（
書
状
、
年
始
御
祝
詞
、
滞
坂
中
い
ろ
い
ろ
と
御
世
話
に
な
り
御
礼
申
上
に
つ
き
）
川
端
彦
次
郎
松
井
安
右
衛
門
様
一
紙
1
28－59～
74封
筒
に
て
一
括
、
28－71
～
74仮
綴
一
括
103
28－89
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
1
.
5
（
書
状
、
永
々
大
坂
在
勤
中
の
御
礼
、
兵
賦
・
知
行
所
ほ
か
の
件
御
願
い
に
つ
き
）
坂
田
伝
治
松
井
安
右
衛
門
様
一
紙
1
28－89～
99封
筒
に
て
一
括
104
29－99
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
1
.10
（
書
状
、
大
坂
表
の
風
評
に
て
今
に
も
軍
起
こ
り
申
す
様
に
申
し
居
り
、
龍
野
様
舞
子
浜
へ
出
張
に
相
成
な
ど
に
つ
き
）
彦
兵
衛
御
主
人
様
一
紙
1
105
28－64
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
1
.15
（
書
状
、
浅
野
様
御
米
之
儀
、
100石
の
代
銀
相
納
め
な
ど
に
つ
き
）
石
屋
為
介
紀（
伊
国
屋
）弥
右
衛
門
様
一
紙
1
28－59～
74封
筒
に
て
一
括
、
封
筒
あ
り
106
29－98
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
1
.15
（
書
状
、
御
普
請
一
条
、
改
革
御
割
詰
、
家
中
財
政
な
ど
に
つ
き
）
里
村
清
右
衛
門
、（
ほ
か
3
名
）
松
井
安
右
衛
門
様
一
紙
1
107
29－146
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
1
.22
（
御
貴
藩
登
坂
御
通
行
に
つ
き
指
揮
願
）
浅
野
隼
人
家
来
　
浅
野
頼
母
、（
ほ
か
4
名
）
一
紙
1
108
29－143
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
1
.24
（
難
波
御
蔵
所
に
て
辰
年
河
内
米
御
米
入
札
達
書
）
大
坂
府
西
大
年
寄
一
紙
1
29－148と
同
じ
内
容
109
29－148
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
1
.24
（
難
波
御
蔵
所
に
て
辰
年
河
内
米
御
米
入
札
達
書
）
大
坂
府
西
大
年
寄
一
紙
1
28－143と
同
じ
内
容
110
28－82
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
1
.29
内
秘
御
請
（
兼
々
滞
坂
中
御
内
話
の
件
、
今
般
縁
組
一
条
片
付
き
な
ど
に
つ
き
）
坂
田
伝
次
松
井
安
右
衛
門
様
一
紙
1
25－75～
88封
筒
に
て
一
括
111
28－63
（
幕
末
・
年
未
詳
.　
1
）.
（
書
状
、
年
始
御
祝
詞
）
里
村
辰
之
進
、（
ほ
か
4
名
）
天
王
寺
屋
安
右
衛
門
殿
人
々
御
中
一
紙
1
28－59～
74封
筒
に
て
一
括
、
包
紙
あ
り
112
29－37
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
2
.14
（
書
状
、
忰
と
と
も
に
登
坂
の
た
め
御
知
ら
せ
に
つ
き
）
尼
子
与
左
衛
門
松
井
安
右
衛
門
様
一
紙
1
113
28－123
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
2
.22
（
書
状
写
、
江
戸
定
用
割
・
借
財
方
の
件
御
礼
な
ど
に
つ
き
）
尼
子
廉
蔵
、
大
崎
牧
之
丞
松
井
安
右
衛
門
様
竪
帳
1
28－119～
126封
筒
に
て
一
括
114
28－73
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
2
.22
（
書
状
、
御
上
洛
御
留
守
中
御
勤
方
、
相
撲
共
万
一
変
事
の
節
御
番
所
へ
百
人
駆
け
付
け
な
ど
に
つ
き
）
坂
田
松
井
貴
兄
一
紙
1
28－59～
74封
筒
に
て
一
括
、
28－71
～
74仮
綴
一
括
115
29－127－
1
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
2
.
覚
（
戌
年
仕
送
り
御
米
156石
・
境
<
マ
マ
>
役
所
納
銀
35貫
目
な
ど
諸
入
用
勘
定
に
つ
き
）
一
紙
1
29－127－
1
～
3
仮
綴
一
括
一〇一
通
番
整
理
番
号
年
月
日
文
　
　
書
　
　
名
作
成
者
・
差
出
人
宛
　
　
名
形
　
態
員
　
数
備
　
　
　
　
考
116
29－127－
2
（
幕
末
・
年
未
詳
.　
2
）
覚（
元
利
銀
100貫
目
勘
定
に
つ
き
）
一
紙
1
29－127－
1
～
3
仮
綴
一
括
117
29－127－
3
（
幕
末
・
年
未
詳
.
2
）
覚
（
金
590両
2
歩
ほ
か
借
入
金
な
ど
勘
定
に
つ
き
）
一
紙
1
29－127－
1
～
3
仮
綴
一
括
118
29－169
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
3
.
5
（
米
相
場
ほ
か
領
分
様
子
報
知
書
）
伊
藤
長
七
一
紙
1
119
28－86
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
3
.12
雑
話
承
り
候
侭
記
上
ル
（
当
横
浜
貿
易
停
止
に
も
相
成
な
ど
に
つ
き
）
坂
田
松
井
兄
雅
一
紙
1
25－75～
88封
筒
に
て
一
括
120
29－102
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
3
.13
（
書
状
、
入
門
御
祝
儀
銀
子
ほ
か
諸
品
受
納
に
つ
き
）
多
木
才
二
郎
正
誼
仲
井
利
右
衛
門
様
一
紙
1
121
28－97
（
年
未
詳
）.
3
.18
（
書
状
、
旧
冬
帰
国
後
、
病
気
い
た
し
快
方
に
も
相
成
申
さ
ず
、
近
詠
批
評
に
つ
き
）
流
芝
一
素
大
人
一
紙
1
28－89～
99封
筒
に
て
一
括
122
28－103
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
3
.22
（
書
状
写
、
尼
領
寺
田
村
よ
り
返
地
の
件
な
ど
に
つ
き
）
里
村
清
右
衛
門
、（
ほ
か
3
名
）
大
崎
牧
之
丞
殿
、
尼
子
廉
蔵
殿
竪
帳
1
28－100～
110封
筒
に
て
一
括
123
28－92
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
3
.22
（
三
月
六
日
・
同
十
五
日
御
沙
汰
書
、
酒
井
若
狭
守
御
加
増
な
ど
に
つ
き
）
坂
田
松
井
様
一
紙
1
28－89～
99封
筒
に
て
一
括
124
28－71
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
4
.
5
（
品
川
新
関
所
に
て
乱
妨
、
江
戸
へ
浪
士
多
人
数
着
な
ど
風
説
書
）
一
紙
1
28－59～
74封
筒
に
て
一
括
、
28－71
～
74仮
綴
一
括
125
29－54
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
4
.
9
（
書
状
、
出
坂
中
、
日
々
御
厄
介
に
相
成
御
礼
に
つ
き
）
尼
子
与
左
衛
門
松
井
安
右
衛
門
様
一
紙
1
126
28－10
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
4
.12
（
江
戸
屋
敷
よ
り
若
狭
野
陣
屋
へ
の
御
下
知
覚
帳
）
里
村
清
右
衛
門
、
坂
田
伝
治
、
川
端
彦
次
郎
、
前
田
剛
右
衛
門
大
崎
牧
之
丞
殿
竪
帳
1
28－10～
13封
筒
「
御
下
知
覚
帳
四
冊
」
に
て
一
括
127
28－126
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
4
.12
（
書
状
写
、
大
崎
栄
十
郎
増
高
な
ど
に
つ
き
）
江
戸
四
人
御
陣
屋
勤
番
両
所
竪
帳
1
28－119～
126封
筒
に
て
一
括
128
28－11
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
4
.16
（
江
戸
屋
敷
よ
り
若
狭
野
陣
屋
へ
の
御
下
知
覚
帳
）
里
村
清
右
衛
門
、
坂
田
伝
治
、
川
端
彦
次
郎
、
前
田
剛
右
衛
門
大
崎
牧
之
丞
殿
、
尼
子
廉
蔵
殿
竪
帳
1
28－10～
13封
筒
に
て
一
括
129
28－12
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
4
.16
御
下
知
申
渡
之
覚
（
若
狭
野
村
ほ
か
2
ヵ
村
庄
屋
、
惣
代
と
し
て
上
坂
の
処
置
に
つ
き
）
江
戸
御
役
所
大
崎
牧
之
丞
殿
、
尼
子
廉
蔵
殿
竪
帳
1
28－10～
13封
筒
に
て
一
括
130
28－13
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
4
.16
松
井
安
右
衛
門
江
御
頼
書
面
写
（
若
狭
野
村
ほ
か
2
ヵ
村
庄
屋
、
惣
代
と
し
て
上
坂
の
処
置
に
つ
き
）
江
戸
表
役
所
（
大
坂
）松
井
安
右
衛
門
殿
竪
帳
1
28－10～
13封
筒
に
て
一
括
131
28－84
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
4
.16
四
月
十
一
日
御
沙
汰
書
（
安
藤
対
馬
守
加
判
之
列
仰
せ
付
け
ら
れ
な
ど
に
つ
き
）
坂
田
松
井
様
一
紙
1
25－75～
88封
筒
に
て
一
括
132
28－102
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
4
.26
（
書
状
写
、
御
同
姓
武
之
丞
様
、
御
本
藩
よ
り
御
召
し
の
件
な
ど
に
つ
き
）
尼
子
廉
蔵
、
前
田
剛
助
安
達
直
右
衛
門
様
、
井
上
貢
様
竪
帳
1
28－100～
110封
筒
に
て
一
括
133
29－95
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
5
.
4
（
書
状
、
昨
日
天
善
方
よ
り
相
庭
の
儀
知
ら
せ
に
つ
き
）
東
一
郎
、
次
郎
介
御
主
人
様
一
紙
1
134
28－127
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
5
.
5
（
書
状
、
八
林
一
件
江
戸
出
府
之
廉
切
り
放
し
の
儀
に
つ
き
）
大
崎
牧
之
丞
松
井
安
右
衛
門
様
一
紙
1
（
端
裏
書
）「
五
月
五
日
朝
八
ツ
着
　
播
州
よ
り
樋
目
安
書
」
一〇二
通
番
整
理
番
号
年
月
日
文
　
　
書
　
　
名
作
成
者
・
差
出
人
宛
　
　
名
形
　
態
員
　
数
備
　
　
　
　
考
135
29－125
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
5
.
7
（
書
状
、
は
し
か
流
行
の
た
め
近
況
報
告
に
つ
き
）
東
一
郎
、
次
郎
介
御
主
人
様
一
紙
1
136
29－97
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
5
.
7
（
書
状
、
八
林
一
条
、
谷
五
郎
へ
の
金
子
貸
付
一
件
な
ど
に
つ
き
）
大
崎
牧
之
丞
松
井
安
右
衛
門
様
一
紙
1
（
端
裏
書
）「
五
月
七
日
出
九
日
着
　
大
崎
氏
よ
り
内
々
書
」
137
28－75
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
5
.
8
内
秘
書
取
抜
書
（
種
々
相
考
え
の
う
え
、
伝
次
帰
着
、
不
始
末
の
件
な
ど
に
つ
き
）
一
紙
1
25－75～
88封
筒
に
て
一
括
138
29－129
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
5
.
9
（
書
状
、
御
城
代
へ
の
書
状
入
手
な
ど
に
つ
き
）
尼
子
廉
蔵
天
王
寺
屋
東
一
郎
様
、
同
次
郎
介
様
一
紙
1
139
29－82
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
5
.10
（
京
都
～
大
坂
宿
々
問
屋
役
人
宛
先
触
状
）
浅
野
隼
人
内
　
大
崎
牧
之
丞
京
都
よ
り
大
坂
迄
宿
々
問
屋
役
人
中
一
紙
1
前
欠
140
29－132
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
5
.14
（
書
状
、
御
出
立
ち
寄
り
下
さ
れ
に
つ
き
）
大
久
保
浅
野
様
一
紙
1
141
29－74
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
5
.15
（
書
状
、
当
方
明
日
出
立
と
相
定
ま
り
に
つ
き
）
大
崎
牧
之
丞
松
井
安
右
衛
門
様
一
紙
1
142
29－44
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
5
.20
（
書
状
、
兵
庫
表
渡
海
屋
豊
次
郎
方
へ
預
け
置
き
の
手
当
米
78石
、
同
人
勝
手
に
見
越
し
売
り
に
つ
き
）
尼
子
廉
蔵
天
王
寺
屋
次
郎
助
様
一
紙
1
143
28－34
（
年
未
詳
）.閏
5
.21
覚（
普
請
見
積
銀
17貫
目
余
勘
定
帳
）
尼
子
松
井
様
横
帳
1
28－29～
42封
筒
に
て
一
括
144
29－126
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
5
.21
（
書
状
、
近
々
奉
幣
使
御
通
行
の
節
用
意
願
い
上
げ
な
ど
に
つ
き
）
尼
子
与
左
衛
門
松
井
安
右
衛
門
様
一
紙
1
145
29－43
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
5
.24
（
書
状
、
拝
領
御
上
下
料
銀
15枚
頂
戴
御
礼
に
つ
き
）
桑
原
義
三
郎
尼
子
廉
蔵
様
一
紙
1
146
29－119
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
5
.27
（
書
状
、
尼
子
様
急
に
御
帰
国
の
御
様
子
な
ど
に
つ
き
）
桑
原
義
三
郎
松
井
安
右
衛
門
様
一
紙
1
な
か
に「
附
啓
」あ
り
147
29－94
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
5
.27
（
書
状
、
先
達
而
店
卸
の
諸
事
御
報
知
に
つ
き
）
東
一
郎
御
主
人
様
一
紙
1
148
29－56
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
5
.
（
高
家
・
交
代
寄
合
・
寄
合
名
目
相
称
ニ
付
濫
觴
具
ニ
取
調
候
御
沙
汰
書
）
一
紙
1
149
29－61
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
5
.
（
菖
蒲
御
祝
儀
白
銀
1
両
に
つ
き
礼
状
）
華
房
薗
生
天
王
寺
屋
お
美
津
殿
一
紙
1
150
28－124
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
6
.
1
（
書
状
写
、
当
地
は
し
か
流
行
の
件
な
ど
に
つ
き
）
東
一
郎
、
次
郎
介
御
主
人
様
竪
帳
1
28－119～
126封
筒
に
て
一
括
151
29－149
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
6
.
4
覚（
御
膳
料
金
9
両
余
請
取
に
つ
き
）
釜
屋
半
右
衛
門
<
印
・
南
品
川
・
商
号
ヤ
マ
信
>
御
役
人
衆
中
様
一
紙
1
152
29－55
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
6
.
4
（
書
状
、
来
月
上
坂
中
面
談
仕
り
な
ど
に
つ
き
）
坂
田
伝
治
松
井
安
右
衛
門
様
一
紙
1
153
29－36
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
6
.
5
（
書
状
、
調
達
講
一
件
の
た
め
早
々
帰
陣
致
す
べ
く
に
つ
き
）
（
大
崎
）牧
之
丞
（
松
井
）安
右
衛
門
様
一
紙
1
一〇三
通
番
整
理
番
号
年
月
日
文
　
　
書
　
　
名
作
成
者
・
差
出
人
宛
　
　
名
形
　
態
員
　
数
備
　
　
　
　
考
154
29－42
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
6
.
6
覚
（
品
川
宿
問
屋
代
・
高
輪
茶
代
ほ
か
諸
入
用
金
25両
勘
定
に
つ
き
）
清
右
衛
門
一
紙
1
155
29－52
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
6
.12
（
書
状
、
馳
走
の
御
礼
に
手
製
の
焼
酎
1
瓶
な
ど
遣
わ
し
に
つ
き
）
尼
子
老
漁
松
井
様
一
紙
1
156
29－117
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
6
.13
（
書
状
、
暑
中
御
見
舞
、
裏
面
に
御
進
発
歩
兵
人
足
書
上
）
松
井
繁
之
助
玄
長
大
崎
牧
之
丞
様
一
紙
1
157
29－137
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
6
.15
（
書
状
、
御
下
金
無
事
着
、
慥
に
請
取
な
ど
に
つ
き
）
彦
介
東
一
郎
様
一
紙
1
158
29－67
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
6
.16
（
書
状
、
御
主
人
様
昨
5
日
那
波
舟
乗
船
取
極
な
ど
に
つ
き
）
彦
兵
衛
森
川
東
一
郎
様
、
次
良
助
様
一
紙
1
159
29－49
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
6
.21
（
書
状
、
薯
蕷
計
御
急
ぎ
、
此
飛
脚
通
行
な
ど
に
つ
き
）
一
紙
1
前
欠
160
28－114
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
6
.25～
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
7
.15
別
紙（
品
川
～
大
坂
休
泊
一
覧
）
竪
帳
1
28－111～
118封
筒
に
て
一
括
161
29－108
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
6
.28
六
月
廿
八
日
江
戸
状
（
本
役
大
崎
牧
之
丞
・
加
役
尼
子
廉
蔵
御
沙
汰
に
つ
き
）
前（
田
）剛
助
様
一
紙
1
162
29－93
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
7
.
1
覚
（
米
200石
代
銀
50貫
目
余
ほ
か
廻
米
入
用
勘
定
に
つ
き
）
一
紙
1
163
29－57
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
7
.
4
（
書
状
、
岡
本
林
右
衛
門
父
子
一
条
、
御
厚
情
に
よ
り
御
内
意
仰
せ
下
さ
れ
御
礼
に
つ
き
）
千
寺
直
郎
松
井
安
右
衛
門
様
一
紙
1
164
29－78
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
7
.
4
（
書
状
、
明
日
対
決
日
、
借
財
方
出
費
封
入
の
件
な
ど
に
つ
き
）
大
崎
牧
之
丞
松
井
安
右
衛
門
様
一
紙
1
165
29－101
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
7
.14
若
狭
野
村
辻
并
ニ
伝
左
衛
門
自
借
元
利
覚
（
合
銀
11貫
203匁
3
分
9
厘
）
一
紙
1
166
29－35
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
7
.18
（
書
状
、
中
元
之
御
祝
詞
、
当
地
40日
余
り
雨
な
く
領
内
不
残
雨
乞
い
致
す
な
ど
に
つ
き
）
彦
兵
衛
御
主
人
様
一
紙
1
167
29－79
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
7
.21
（
書
状
、
京
都
・
伏
見
辺
騒
動
の
た
め
御
家
内
様
方
御
立
退
下
さ
れ
な
ど
に
つ
き
）
尼
子
廉
蔵
、
尼
子
与
左
衛
門
松
井
安
右
衛
門
様
一
紙
1
168
29－83
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
7
.21
（
書
状
、
御
家
内
様
・
堂
嶋
家
両
家
へ
も
申
し
遣
わ
し
御
下
播
手
配
に
つ
き
）
（
大
崎
）牧
之
丞
（
松
井
）安
右
衛
門
様
一
紙
1
169
29－116
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
7
.23
（
御
役
所
列
座
申
渡
覚
）
御
役
所
御
目
付
一
紙
1
170
29－70
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
7
.24
（
書
状
、
江
戸
為
替
御
返
済
の
件
に
つ
き
）
長
谷
川
松
井
様
一
紙
1
171
29－138
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
7
.
覚
（
浅
野
隼
人
、
尾
道
駅
よ
り
三
次
駅
迄
罷
越
、
講
武
所
隊
と
申
合
討
入
申
す
べ
く
に
つ
き
）
浅
野
隼
人
一
紙
1
172
29－80
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
閏
8
.
1
（
書
状
、
昨
日
彦
兵
衛
方
へ
盗
人
入
込
、
四
郎
兵
衛
御
遣
わ
し
取
り
計
ら
い
に
つ
き
）
大
崎
牧
之
丞
松
井
安
右
衛
門
様
一
紙
1
一〇四
通
番
整
理
番
号
年
月
日
文
　
　
書
　
　
名
作
成
者
・
差
出
人
宛
　
　
名
形
　
態
員
　
数
備
　
　
　
　
考
173
29－48
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
8
.
6
（
書
状
、
先
頃
の
御
不
幸
な
ど
に
つ
き
）
一
紙
1
2
紙
1
点
174
29－109
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
8
.15
浦
状
之
写
（
神
戸
浦
直
乗
船
頭
吉
十
郎
船
漂
流
に
つ
き
）
西
尾
隠
岐
守
領
分
遠
州
城
東
郡
日
笠
村
新
田
組
頭
善
之
助
、
庄
屋
治
郎
兵
衛
大
坂
問
屋
富
田
屋
儀
助
、
兵
庫
積
支
配
所
伊
勢
屋
治
右
衛
門
様
一
紙
1
29－90と
関
連
あ
り
175
29－157
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
8
.16
（
書
状
、
金
銀
御
融
通
成
さ
れ
候
に
つ
き
）
若
林
謙
次
郎
都
謙
司
様
一
紙
1
176
28－33
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
8
.17
三
千
石
以
上
組
合
割（
人
名
書
上
）
横
帳
1
28－29～
42封
筒
に
て
一
括
、
表
紙
に
一
紙
貼
付
あ
り
177
29－90
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
8
.24
（
書
状
、
大
徳
丸
吉
十
郎
船
、
遠
州
沖
合
に
て
難
船
に
つ
き
）
江
戸
廻
船
問
屋
　
日
高
屋
幸
蔵
兵
庫
伊
勢
屋
治
右
衛
門
様
御
店
衆
中
様
、
大
坂
富
田
屋
儀
助
様
御
店
衆
中
様
一
紙
1
（
端
裏
書
）「
江
戸
日
高
屋
幸
蔵
よ
り
大
徳
丸
難
事
来
状
写
　
渡
海
屋
吉
次
郎
様
　
伊
セ
治
」、
29－109と
関
連
あ
り
178
29－71
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
8
.25
年
銀
御
用
捨
引
　
出
願
之
覚
（
若
狭
野
村
ほ
か
7
ヵ
村
）
与
左
兵
衛
廉
蔵
殿
一
紙
1
179
28－40
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
8
.
（
横
帳
断
簡
、
上
酒
納
入
覚
）
断
簡
1
28－29～
42封
筒
に
て
一
括
、
28－38
～
41ま
き
こ
み
一
括
180
29－112
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
8
.
覚
（
浅
野
隼
人
、
遠
藤
但
馬
守
と
と
も
に
松
江
へ
出
張
方
の
沙
汰
書
に
つ
き
）
浅
野
隼
人
一
紙
1
181
29－107
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
9
.
1
（
書
状
、
古
手
屋
へ
盗
人
入
込
候
、
御
奉
行
へ
御
届
な
ど
に
つ
き
）
儀
兵
衛
御
主
人
様
一
紙
1
182
29－128
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
9
.
5
（
書
状
、
諸
事
御
礼
御
挨
拶
な
ど
に
つ
き
）
尼
子
老
漁
人
松
井
大
人
一
紙
1
183
29－168
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
9
.21
荒
山
立
五
郎
事（
角
力
取
り
処
遇
に
つ
き
）
松
井
彦
兵
衛
殿
御
一
統
中
一
紙
1
184
28－68
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
9
.29
（
山
城
守
殿
屋
敷
歓
び
、
諸
御
礼
廻
勤
に
つ
き
達
書
）
当
番
御
目
付
中
寄
合
肝
煎
中
一
紙
1
28－59～
74封
筒
に
て
一
括
185
28－69
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
9
.
（
常
州
築
波
山
<
マ
マ
>
等
々
屯
集
・
暴
行
の
浪
士
共
召
捕
に
つ
き
触
書
）
一
紙
1
28－59～
74封
筒
に
て
一
括
186
29－75
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
10.16
（
書
状
、
江
戸
大
伝
当
年
惣
借
財
引
当
御
下
金
当
月
分
170両
2
歩
手
形
組
入
な
ど
に
つ
き
）
里
村
清
右
衛
門
、（
ほ
か
2
名
）
松
井
安
右
衛
門
様
一
紙
1
187
28－125
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
10.23
（
書
状
写
、
当
地
金
相
場
大
高
直
、
浜
松
様
御
老
中
御
役
付
の
件
な
ど
に
つ
き
）
東
一
郎
、
次
郎
介
御
主
人
様
竪
帳
1
28－119～
126封
筒
に
て
一
括
188
29－69
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
10.23
（
書
状
、
伝
法
一
件
、
金
相
庭
86匁
に
罷
上
り
、
紀
伊
弥
米
一
件
な
ど
に
つ
き
）
東
一
郎
、
源
介
御
主
人
様
一
紙
1
189
29－154
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
10.25
（
肥
後
新
米
ほ
か
米
相
場
覚
）
一
紙
1
190
29－133
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
10.26
（
書
状
、
米
相
庭
・
御
普
請
買
入
材
米
代
銀
な
ど
に
つ
き
）
紀
伊
国
屋
弥
右
衛
門
松
井
安
右
衛
門
様
一
紙
1
一〇五
通
番
整
理
番
号
年
月
日
文
　
　
書
　
　
名
作
成
者
・
差
出
人
宛
　
　
名
形
　
態
員
　
数
備
　
　
　
　
考
191
29－155
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
10.26
米
相
庭（
筑
前
米
ほ
か
書
上
）
次
郎
助
御
主
人
様
一
紙
1
192
29－110－
1
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
10.29
（
書
状
、
越
中
嶋
世
話
役
仰
せ
付
け
ら
れ
承
知
下
さ
れ
た
く
に
つ
き
）
里
村
清
右
衛
門
松
井
安
右
衛
門
様
一
紙
1
29－110－
1
～
3
仮
綴
一
括
193
29－115
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
10.29
追
啓（
前
田
喜
楽
病
死
御
報
告
に
つ
き
）
（
坂
田
）伝
治
（
松
井
）安
右
衛
門
様
一
紙
1
封
筒
あ
り
194
28－30
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
10.
覚
（
表
皮
代
ほ
か
御
用
代
銀
2
貫
236匁
5
分
請
取
に
つ
き
）
車
屋
七
兵
衛
浅
野
様
御
役
人
衆
中
様
一
紙
1
28－29～
42封
筒
に
て
一
括
195
29－62
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
10.
（
子
月
御
祝
儀
白
銀
1
両
に
つ
き
礼
状
）
華
房
薗
生
天
王
寺
や
お
光
殿
一
紙
1
196
28－115
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
11.19
（
書
状
写
、
近
況
御
報
知
、
頼
母
へ
御
陣
屋
御
引
渡
、
坂
地
御
引
上
・
播
下
の
件
な
ど
に
つ
き
）
里
村
吉
蔵
、（
ほ
か
2
名
）
坂
田
伝
治
殿
竪
帳
1
28－111～
118封
筒
に
て
一
括
197
28－76
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
11.20
申
渡
之
覚
（
写
、
井
伊
掃
部
頭
ほ
か
老
中
履
歴
に
つ
き
）
御
出
役
御
両
所
一
紙
1
25－75～
88封
筒
に
て
一
括
198
29－51
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
11.20
覚
（
若
狭
野
村
ほ
か
6
ヵ
村
早
稲
方
・
晩
稲
方
検
見
引
方
書
）
尼
子
松
井
様
一
紙
1
199
29－34
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
11.晦
（
書
状
、
播
州
よ
り
御
帰
着
歓
、
旁
御
挨
拶
に
つ
き
）
尼
子
与
左
衛
門
松
井
安
右
衛
門
様
一
紙
1
200
29－77
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
11.晦
（
書
状
、
滞
播
中
種
々
御
厚
情
御
礼
な
ど
に
つ
き
）
大
崎
牧
之
丞
松
井
安
右
衛
門
様
一
紙
1
201
28－122
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
12.
4
（
書
状
写
、
江
戸
廻
米
紀
ノ
弥
殿
方
引
き
受
け
、
米
廻
し
割
書
付
な
ど
に
つ
き
）
尼
子
廉
蔵
、
大
崎
牧
之
丞
松
井
安
右
衛
門
様
竪
帳
1
28－119～
126封
筒
に
て
一
括
202
29－142
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
12.
4
（
書
状
、
居
宅
普
請
の
た
め
見
積
り
書
拝
見
、
承
知
な
ど
に
つ
き
）
亀
造
松
　
御
主
人
様
一
紙
1
203
29－63
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
12.
4
（
歳
暮
御
祝
儀
炭
2
籠
に
つ
き
礼
状
）
華
房
薗
生
天
王
寺
や
お
美
津
殿
一
紙
1
204
29－50
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
12.
5
（
去
る
申
年
領
内
凶
作
、
是
迄
御
贈
申
候
扶
持
方
な
ど
御
断
り
に
つ
き
廻
章
）
尼
子
廉
蔵
、
大
崎
牧
之
丞
加
東
大
門
村
　
蓬
莱
宗
兵
衛
様
、
大
坂
　
松
井
安
右
衛
門
様
、（
ほ
か
13
名
）
一
紙
1
205
29－76
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
12.
6
（
書
状
、
借
財
方
両
三
日
中
対
談
取
懸
り
申
し
た
く
な
ど
に
つ
き
）
尼
子
廉
蔵
松
井
安
右
衛
門
様
一
紙
1
な
か
に
添
文
あ
り
206
29－64
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
12.
9
（
年
暮
御
祝
儀
白
銀
1
両
に
つ
き
礼
状
）
華
房
薗
生
代
々
天
王
寺
や
お
光
殿
一
紙
1
207
29－121
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
12.11
（
書
状
、
御
荷
物
・
書
状
御
渡
し
な
ど
に
つ
き
）
尼
子
与
左
衛
門
松
井
安
右
衛
門
様
一
紙
1
208
29－38
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
12.11
（
書
状
、
貸
付
方
取
立
方
勘
定
に
つ
き
）
大
崎
牧
之
丞
松
井
安
右
衛
門
様
一
紙
1
一〇六
通
番
整
理
番
号
年
月
日
文
　
　
書
　
　
名
作
成
者
・
差
出
人
宛
　
　
名
形
　
態
員
　
数
備
　
　
　
　
考
209
28－74
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
12.22
（
塙
次
郎
、
去
冬
江
戸
日
本
橋
に
お
い
て
梟
首
な
ど
に
つ
き
触
書
）
一
紙
1
28－59～
74封
筒
に
て
一
括
、
28－71
～
74仮
綴
一
括
210
29－103
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
12.22
（
書
状
、
約
定
の
金
100両
為
替
御
取
組
御
下
シ
金
落
手
な
ど
に
つ
き
）
坂
田
伝
治
松
井
安
右
衛
門
様
一
紙
1
211
29－170
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
12.22
追
啓（
出
役
着
坂
の
上
御
礼
申
し
上
げ
に
つ
き
）
江
戸
五
人
天
王
寺
屋
様
一
紙
1
212
29－59
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
12.22
（
書
状
、
坂
田
伝
治
帰
宿
の
折
贈
ら
れ
候
名
産
鯛
味
噌
一
曲
の
御
礼
に
つ
き
）
前
田
剛
右
衛
門
松
井
安
右
衛
門
様
一
紙
1
213
29－66
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
12.22
（
書
状
、
姫
路
銀
出
入
一
条
に
つ
き
）
里
村
辰
之
進
、（
ほ
か
3
名
）
天
王
寺
屋
安
右
衛
門
様
一
紙
1
（
端
裏
書
）「
天
王
寺
屋
御
答
　
別
紙
添
」
214
28－85
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
12.25
（
書
状
、
当
年
御
収
納
取
立
も
六
ツ
ヶ
敷
、
御
用
金
一
時
之
取
立
な
ど
に
つ
き
）
彦
兵
衛
御
主
人
様
一
紙
1
25－75～
88封
筒
に
て
一
括
215
29－113
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
12.29
（
書
状
、
若
狭
野
御
陣
屋
御
払
米
代
銀
兵
庫
津
よ
り
御
取
立
分
御
入
銀
に
つ
き
）
蓬
莱
宗
兵
衛
天
王
寺
屋
安
右
衛
門
様
一
紙
1
216
29－156
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
12.
口
上
（
御
在
京
中
御
機
嫌
伺
申
し
た
く
に
つ
き
、
裏
面
に
返
書
の
写
あ
り
）
浅
野
隼
人
使
者
　
坂
田
伝
治
紀
伊
守
様
一
紙
1
217
29－158
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
12.
押
折
御
奏
聞
書
写
（
徳
川
慶
喜
）
一
紙
1
218
29－89
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
12.
（
書
状
、
寒
中
御
尋
入
、
結
構
の
品
御
恵
贈
御
礼
に
つ
き
）
華
房
園
生
天
王
寺
や
お
光
殿
一
紙
1
219
28－17
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
12
御
出
役
御
当
座
入
用
取
調
安
右
衛
門
御
治
様
横
帳
1
28－17～
21封
筒
「
御
用
出
役
当
座
帖
四
冊
」に
て
一
括
220
29－162
（
幕
末
・
年
月
未
詳
.
3
）.
（
伝
奏
衆
よ
り
去
春
御
上
洛
御
警
備
首
尾
よ
く
相
勤
、
拝
領
物
仰
せ
付
け
な
ど
に
つ
き
達
書
）
一
紙
1
221
28－80
（
幕
末
・
年
月
未
詳
）
.11
今
度
赤
穂
騒
動
諸
事
荒
増
（
去
る
9
日
家
老
森
主
税
・
用
人
村
上
真
輔
殺
害
に
つ
き
）
尼
子
廉
蔵
松
井
様
一
紙
1
25－75～
88封
筒
に
て
一
括
222
29－131
（
幕
末
・
年
月
未
詳
）
.18
覚
（
若
狭
野
村
ほ
か
7
ヵ
村
年
貢
過
納
分
、
奥
野
山
村
ほ
か
4
ヵ
村
年
貢
不
納
分
勘
定
に
つ
き
）
尼
子
松
井
様
一
紙
1
223
29－144
（
幕
末
・
年
月
未
詳
）
.23
（
書
状
、
大
津
屋
よ
り
お
き
の
さ
ん
へ
鞠
入
着
に
つ
き
）
一
紙
1
224
28－79
（
幕
末
・
年
月
未
詳
）
.26
（
書
状
、
山
王
祭
礼
・
諸
色
下
直
の
た
め
売
捌
方
な
ど
に
つ
き
）
（
坂
田
）伝
治
（
松
井
）安
右
衛
門
様
一
紙
1
25－75～
88封
筒
に
て
一
括
225
29－110－
3
（
幕
末
・
年
未
詳
）.
閏
<
マ
マ
>
.26
口
上（
御
頼
み
の
御
染
草
、
先
日
到
来
に
つ
き
）
万
音
寺
　
順
助
柏
屋
久
兵
衛
様
一
紙
1
29－110－
1
～
3
仮
綴
一
括
226
28－110
（
幕
末
・
年
月
日
未
詳
）
覚
（
摂
家
以
下
公
家
方
・
諸
大
名
衆
知
行
高
書
上
）
竪
帳
1
28－100～
110封
筒
に
て
一
括
227
28－121
（
幕
末
・
年
月
日
未
詳
）
（
貸
附
金
月
賦
附
廻
シ
之
事
・
知
行
地
所
在
な
ど
雑
書
類
一
括
）
仮
綴
1
28－119～
126封
筒
に
て
一
括
、
帳
は
ず
れ
一〇七
通
番
整
理
番
号
年
月
日
文
　
　
書
　
　
名
作
成
者
・
差
出
人
宛
　
　
名
形
　
態
員
　
数
備
　
　
　
　
考
228
28－128
（
幕
末
・
年
月
日
未
詳
）
追
啓
（
御
状
拝
見
、
御
触
書
1
通
入
手
な
ど
に
つ
き
）
一
紙
1
229
28－129
（
幕
末
・
年
月
日
未
詳
）
（
断
簡
、
六
月
三
日
相
庭
）
一
紙
1
230
28－19
（
幕
末
・
年
月
日
未
詳
）
此
度
出
勤
ニ
付
入
用
高
凡
ニ
見
積
書
留
横
帳
1
28－17～
21封
筒
に
て
一
括
231
28－61
（
幕
末
・
年
月
日
未
詳
）
（
堺
町
御
門
ほ
か
御
所
警
護
諸
藩
役
割
書
上
）
一
紙
1
28－59～
74封
筒
に
て
一
括
232
28－70
（
幕
末
・
年
月
日
未
詳
）
（
野
州
辺
浮
浪
の
徒
、
船
に
て
海
上
逃
亡
、
海
陸
に
て
賊
徒
追
討
に
つ
き
達
書
）
一
紙
1
28－59～
74封
筒
に
て
一
括
233
28－90
（
幕
末
・
年
月
日
未
詳
）
聞
込
（
外
国
人
旅
宿
の
麻
布
善
福
寺
焼
失
、
両
国
橋
広
小
路
獄
門
の
件
な
ど
に
つ
き
）
一
紙
1
28－89～
99封
筒
に
て
一
括
234
28－91
（
幕
末
・
年
月
日
未
詳
）
見
聞
風
説
書
（
4
月
14日
酒
井
左
衛
門
尉
様
御
屋
敷
へ
浪
士
相
集
ま
り
騒
動
な
ど
に
つ
き
）
一
紙
1
28－89～
99封
筒
に
て
一
括
235
28－95
（
幕
末
・
年
月
日
未
詳
）
印
鑑
（
歩
兵
頭
並
・
浅
野
隼
人
、
馬
1
疋
・
小
者
2
人
）
浅
野
隼
人
一
紙
1
28－89～
99封
筒
に
て
一
括
236
29－105
（
幕
末
・
年
月
日
未
詳
）
（
浅
野
隼
人
家
来
里
村
吉
蔵
に
3000石
以
上
組
合
銃
隊
指
揮
役
を
石
川
若
狭
守
殿
よ
り
仰
せ
渡
し
に
つ
き
覚
）
浅
野
隼
人
家
来
　
里
村
吉
蔵
一
紙
1
237
29－106
（
幕
末
・
年
月
日
未
詳
）
（
惣
嶋
桐
柾
月
代
金
4
両
ほ
か
金
9
両
2
歩
勘
定
覚
）
一
紙
1
238
29－110－
2
（
幕
末
・
年
月
日
未
詳
）
覚
（
大
工
次
郎
兵
衛
な
ど
21名
へ
、
品
川
駅
ま
で
御
迎
ひ
罷
出
候
駄
賃
と
し
て
御
祝
義
下
さ
れ
に
つ
き
）
一
紙
1
29－110－
1
～
3
仮
綴
一
括
239
29－118
（
幕
末
・
年
月
日
未
詳
）
覚
（
与
市
75匁
6
分
ほ
か
諸
入
用
銀
1
貫
537匁
2
分
9
リ
勘
定
に
つ
き
）
一
紙
1
240
29－120
（
幕
末
・
年
月
日
未
詳
）
（
願
書
之
分
拝
借
人
書
上
）
横
帳
1
241
29－122
（
幕
末
・
年
月
日
未
詳
）
覚
（
若
狭
野
諸
入
用
銀
6
貫
629匁
余
勘
定
に
つ
き
）
一
紙
1
242
29－123
（
幕
末
・
年
月
日
未
詳
）
覚
（
米
200石
代
銀
50貫
目
余
ほ
か
米
代
銀
勘
定
に
つ
き
）
一
紙
1
243
29－130
（
幕
末
・
年
月
日
未
詳
）
（
普
請
絵
図
面
）
絵
図
1
244
29－134
（
幕
末
・
年
月
日
未
詳
）
（
浅
野
隼
人
家
来
前
田
冨
之
助
に
3000石
以
上
組
合
銃
隊
指
揮
役
下
役
を
石
川
若
狭
守
殿
よ
り
仰
せ
渡
し
に
つ
き
覚
）
一
紙
1
245
29－136
（
幕
末
・
年
月
日
未
詳
）
覚
（
文
化
6
～
文
政
5
年
借
銀
97貫
940匁
勘
定
に
つ
き
）
一
紙
1
一〇八
通
番
整
理
番
号
年
月
日
文
　
　
書
　
　
名
作
成
者
・
差
出
人
宛
　
　
名
形
　
態
員
　
数
備
　
　
　
　
考
246
29－139
（
幕
末
・
年
月
日
未
詳
）
（
浅
野
隼
人
家
来
澤
野
繁
司
に
3000石
以
上
組
合
銃
隊
指
揮
役
下
役
を
石
川
若
狭
守
殿
よ
り
仰
せ
渡
し
に
つ
き
覚
）
一
紙
1
247
29－140
（
幕
末
・
年
月
日
未
詳
）
覚
（
浅
野
隼
人
、
此
度
大
坂
表
へ
御
用
の
た
め
歩
兵
一
大
隊
差
出
、
其
方
儀
急
上
坂
致
す
に
つ
き
）
一
紙
1
（
端
裏
書
）「
六
月
廿
六
日
於
芙
蓉
間
井
上
河
内
守
殿
御
渡
」
248
29－141
（
幕
末
・
年
月
日
未
詳
）
（
根
木
村
弥
九
郎
殿
家
屋
敷
絵
図
）
絵
図
1
249
29－145
（
幕
末
・
年
月
日
未
詳
）
覚
（
板
・
か
や
く
代
ほ
か
諸
色
代
金
10両
余
勘
定
に
つ
き
）
一
紙
1
250
29－147
（
幕
末
・
年
月
日
未
詳
）
（
書
状
、
新
春
御
吉
慶
御
機
嫌
伺
）
一
紙
1
破
損
あ
り
251
29－161
（
幕
末
・
年
月
日
未
詳
）
行
列
陣
立
表
一
紙
1
252
29－163
（
幕
末
・
年
月
日
未
詳
）
（
惣
桐
箱
三
分
一
雛
形
図
）
絵
図
1
253
29－164
（
幕
末
・
年
月
日
未
詳
）
（
柳
陰
・
美
林
・
焼
酎
ほ
か
惣
合
18石
8
斗
勘
定
覚
）
一
紙
1
254
29－165
（
幕
末
・
年
月
日
未
詳
）
（
松
平
三
河
守
ほ
か
33家
、
長
州
征
伐
陣
張
面
々
に
つ
き
覚
）
一
紙
1
255
29－166
（
幕
末
・
年
月
日
未
詳
）
覚
（
龍
野
領
宮
田
村
清
次
郎
銀
1
貫
500目
ほ
か
勘
定
に
つ
き
）
一
紙
1
256
29－167
（
幕
末
・
年
月
日
未
詳
）
毒
忌
の
論（
医
学
関
連
短
文
）
森
後
園
題
一
紙
1
257
29－172－
1
（
幕
末
・
年
月
日
未
詳
）
（
芸
州
表
出
陣
の
た
め
妻
子
相
続
扶
助
の
件
掛
合
に
つ
き
覚
）
一
紙
1
258
29－172－
2
（
幕
末
・
年
月
日
未
詳
）
（
浅
野
様
当
地
に
御
着
座
に
つ
き
覚
）
一
紙
1
259
29－172－
3
（
幕
末
・
年
月
日
未
詳
）
（
日
記
断
簡
、
日
々
書
状
到
来
な
ど
に
つ
き
）
断
簡
1
260
29－172－
4
（
幕
末
・
年
月
日
未
詳
）
御
礼（
断
簡
、
内
容
不
詳
）
傾
城
町
惣
代
　
大
垣
屋
太
郎
兵
衛
、（
ほ
か
5
名
）
断
簡
1
261
29－172－
5
（
幕
末
・
年
月
日
未
詳
）
（
八
林
一
件
・
江
戸
御
借
財
向
な
ど
に
つ
き
覚
、
下
書
）
仮
綴
1
262
29－40
（
幕
末
・
年
月
日
未
詳
）
覚（
土
井
谷
五
郎
貸
付
銀
勘
定
に
つ
き
）
一
紙
1
263
29－41
（
幕
末
・
年
月
日
未
詳
）
覚
（
馬
2
疋
分
飼
料
代
ほ
か
諸
入
金
5
両
余
勘
定
に
つ
き
）
一
紙
1
一〇九
通
番
整
理
番
号
年
月
日
文
　
　
書
　
　
名
作
成
者
・
差
出
人
宛
　
　
名
形
　
態
員
　
数
備
　
　
　
　
考
264
29－46
（
幕
末
・
年
月
日
未
詳
）
巻
外
他
見
不
許
（
御
陣
屋
勤
、
い
や
気
に
つ
き
江
戸
勤
願
）
（
大
崎
）牧
之
丞
松（
井
安
右
衛
門
）様
一
紙
1
265
29－47
（
幕
末
・
年
月
日
未
詳
）
告
諭（
御
所
よ
り
兵
士
行
動
に
つ
き
達
書
）
一
紙
1
266
29－53
（
幕
末
・
年
月
日
未
詳
）
（
書
状
、
御
進
発
御
用
の
た
め
上
坂
候
処
、
参
芸
之
砌
貴
意
を
得
る
べ
く
に
つ
き
）
浅
野
隼
人
浅
野
豊
後
様
人
々
御
中
一
紙
1
267
29－65
（
幕
末
・
年
月
日
未
詳
）
（
書
状
、
領
内
庄
屋
よ
り
1
人
上
坂
致
す
件
、
当
月
中
御
下
播
下
さ
れ
な
ど
に
つ
き
）
一
紙
1
2
紙
1
点
、
破
損
あ
り
268
29－84
（
幕
末
・
年
月
日
未
詳
）
覚
（
用
瀬
村
藤
左
衛
門
ほ
か
諸
入
用
金
13両
2
歩
勘
定
に
つ
き
）
一
紙
1
269
29－86
（
幕
末
・
年
月
日
未
詳
）
覚（
播
州
御
金
繰
290両
2
朱
勘
定
に
つ
き
）
一
紙
1
破
損
あ
り
270
29－87
（
幕
末
・
年
月
日
未
詳
）
覚（
杉
板
184間
余
見
積
り
に
つ
き
）
一
紙
1
271
29－88
（
幕
末
・
年
月
日
未
詳
）
覚
（
返
納
相
成
難
き
分
金
741両
余
ほ
か
諸
入
用
金
勘
定
に
つ
き
）
一
紙
1
272
29－91
（
幕
末
・
年
月
日
未
詳
）
御
陣
屋
戌
年
荒
増
勘
定
（
江
戸
下
し
・
大
坂
借
財
方
渡
し
・
諸
入
用
な
ど
に
つ
き
）
一
紙
1
273
29－92
（
幕
末
・
年
月
日
未
詳
）
覚（
銀
17貫
81匁
9
厘
勘
定
に
つ
き
）
一
紙
1
274
28－96
（
明
治
・
年
月
日
未
詳
）
右
御
布
令
之
趣
相
達
候
事（
断
簡
）
（
戸
長
・
伍
長
ほ
か
多
数
）
戸
田
与
兵
衛
殿
断
簡
1
28－89～
99封
筒
に
て
一
括
275
28－31
（
年
月
日
未
詳
）
覚
（
年
賦
調
達
講
15ヵ
年
に
て
三
拾
会
相
済
に
つ
き
）
竪
帳
1
28－29～
42封
筒
に
て
一
括
276
28－35
（
年
月
日
未
詳
）
調
達
講
勘
定
見
積
り
横
帳
1
28－29～
42封
筒
に
て
一
括
277
28－36
（
年
月
日
未
詳
）
調
達
講
荒
増
勘
定
建
横
帳
1
28－29～
42封
筒
に
て
一
括
278
28－98
（
年
月
日
未
詳
）
浪
華
と
し
越
哥
一
紙
1
28－89～
99封
筒
に
て
一
括
279
28－99
（
年
月
日
未
詳
）
（
京
都
に
て
戯
歌
）
一
紙
1
28－89～
99封
筒
に
て
一
括
